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第
42
回
全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
通
常
総

会
が
兵
庫
県
神
戸
市
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

で
11
月
1
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
翌

2
日（
日
）に
は
、
観
光
、
ゴ
ル
フ
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
神
戸
市
は
1
9
9
5
年
1
月
17

日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
復
興
事
業
と
し
て

1
9
9
8
年
か
ら「
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
」

に
取
り
組
み
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
拠
点
に
、

バ
イ
オ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
融
合
に
よ
り
研
究
・
開
発
か
ら
治
療
ま
で
一

貫
し
て
進
め
ら
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー「
医
療
セ
ン
タ
ー
駅
」

周
辺
に
は
中
央
市
民
病
院
を
は
じ
め
医
療
施
設

群
が
着
々
と
開
設
さ
れ
、
2
6
5
の
医
療
・
創

薬
関
連
企
業
・
団
体
が
進
出（
2
0
1
4
年
2

月
現
在
）、
近
隣
の
ス
パ
コ
ン「
京
」も
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
最
大
級
の

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
に
成
長
し
つ
つ
あ
る

神
戸
で
、
こ
の
度
、
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

神
戸
は
六
甲
山
系
と
瀬
戸
内
海
に
挟
ま
れ
た

東
西
に
長
い
街
で
す
。
経
済
や
文
化
を
支
え
て

き
た
神
戸
港
は「
務
古
水
門
」「
大
輪
田
の
泊
」と

呼
ば
れ
た
古
く
か
ら
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島

と
交
流
を
も
ち
、
室
町
時
代
に
は
国
際
交
易
の

拠
点
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
鎖

国
下
で
は「
兵
庫
津
」と
呼
ば
れ
、
国
内
交
通
の

要
衝
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
日
米

修
好
通
商
条
約
に
基
づ
き
1
8
6
8
年
に「
兵
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壊
後
直
ち
に
保
管
さ
れ
た
古
材
を
使
っ
て
完
全

に
復
元
さ
れ
、
今
で
は
、
往
時
の
雰
囲
気
を
感

じ
さ
せ
る
人
気
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

開
港
後
増
加
し
た
来
日
外
国
人
の
住
居
と
し

て
整
備
さ
れ
た
の
が
北
野
町
山
本
通
界
わ
い
で

す
。
海
が
見
渡
せ
る
高
台
に
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
2
0
0
棟
以
上
の
洋
館
が
建
て
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
災
や
高
度
成
長
期
の

解
体
な
ど
受
難
の
時
代
を
経
て
、
1
9
7
0
年

代
以
降
、
保
存
・
活
用
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

震
災
後
は
残
さ
れ
た
30
棟
余
り
が
修
復
さ
れ
、

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
観
光
名
所「
北
野
異
人
館

街
」と
し
て
相
変
わ
ら
ず
の
賑
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
。

神
戸
市
が
あ
る
兵
庫
県
は
、
北
は
日
本
海
、

南
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、「
食
糧
自
給
率

1
0
0
％
を
超
え
る
」と
言
わ
れ
る
淡
路
島
ま

で
を
含
み
ま
す
。
日
本
で
も
稀
に
見
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
海
の
幸
と
山
の
幸
に
恵
ま

れ
た
土
地
柄
で
す
。
西
洋
の
食
も
早
く
か
ら
取

り
入
れ
ら
れ
、
世
界
に
冠
た
る
神
戸
ビ
ー
フ
を

は
じ
め
パ
ン
や
洋
菓
子
の
老
舗
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
各
国
の
料
理
店
が
点
在
し
ま
す
。
元
町
商

店
街
の
南
に
位
置
す
る「
南
京
町
」に
は
中
華
料

理
店
や
物
品
を
販
売
す
る
1
0
0
以
上
の
店
舗

が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
阪
神
間
の
気
候
と
伝

統
の
技
が
支
え
る
灘
の
清
酒
は
全
国
ブ
ラ
ン
ド

を
は
じ
め
大
小
の
酒
蔵
が
そ
ろ
い
、
ぜ
ひ
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
神
戸
の
誇
り
の
ひ
と
つ
で
す
。

見
所
が
尽
き
な
い
の
が
神
戸
の
魅
力
で
す
。

技
師
J
・
W
・
ハ
ー
ト
の
設
計
で
、
格
子
状
の

街
路
に
1
2
6
区
画
が
整
然
と
区
割
り
さ
れ
、

街
路
樹
、
公
園
、
街
灯
、
下
水
道
な
ど
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
4
5
年
の
神
戸
大
空
襲
で

受
け
た
大
打
撃
か
ら
の
復
興
に
は
時
間
が
か
か

り
、
よ
う
や
く
西
洋
建
築
物
が
見
直
さ
れ
新
た

な
顔
を
見
せ
始
め
た
矢
先
、
震
災
で
再
び
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
す
。
震
災
後
は
か
つ
て
の
面

影
を
継
承
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
決
め
の
下
、

復
興
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
核
と
な
る「
大

丸
神
戸
店
」を
は
じ
め
、「
バ
ー
ニ
ー
ズ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
」や
世
界
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が

軒
を
並
べ
る〝
異
国
の
街
を
歩
く
よ
う
な
街
並

み
〟、
現
在
の
神
戸
旧
居
留
地
が
誕
生
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
国
の
重
要
文
化
財「
十
五
番
館
」は
倒

庫
港
」と
し
て
開
港
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
街

〝
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
〟の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。

神
戸
発
祥
の
西
洋
文
化
や
物
品
は
数
多
く
、

ゴ
ル
フ
も
そ
の
代
表
的
な
ひ
と
つ
。「
六
甲
の

開
祖
」と
呼
ば
れ
る
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
A
・

H
・
グ
ル
ー
ム
が
山
上
の
別
荘
横
に
造
っ
た
日

本
初
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
が
、
1
0
0
年
以
上
に

わ
た
っ
て
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
と
っ
て
の
ス
テ
イ
タ

ス
シ
ン
ボ
ル
と
言
わ
れ
て
き
た「
神
戸
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
」で
す
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
ア
メ
リ
カ

人
建
築
家
の
W
・
M
・
ヴ
ォ
―
リ
ス
に
よ
る
も

の
で
、
阪
神
間
の
関
西
学
院
や
神
戸
女
学
院
キ

ャ
ン
パ
ス
も
設
計
し
て
い
ま
す
。

開
港
に
伴
い
外
国
人
の
住
居
や
通
商
の
拠
点

と
し
て
造
ら
れ
た
居
留
地
は
イ
ギ
リ
ス
人
土
木
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三宮
元町

神戸

兵庫

新長田

和田岬

住吉

有
馬
温
泉

山陽新幹線
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ポートライナー
六甲ライナー
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神戸空港

新神戸
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百貨店  「大丸神戸店」
神戸のショッピングスポットで多くのブランドが集まる旧居留地にある大
丸神戸店。婦人ファッションを中心に、人気一流ブランドが各フロアにシ
ョップを展開しています。普段使いのおすすめは地下食品フロア。神戸発
信の各ジャンルのグルメがひとつのフロアで楽しめます。特にスイーツは
洋菓子から和菓子まで、神戸スイーツが一同に揃い、普段のおやつからお
もたせまで幅広く利用することができます。魚介類や野菜など生鮮食品も

かなり充実しており、毎日の買い物スポット
として利用できます。

■神戸市中央区明石町40番地
■TEL.078-331-8121
■�営業時間　10:00〜20:00（売り場により異なる）
■定休日　不定休
■HP　http://www.daimaru.co.jp/kobe

 「バーニーズ ニューヨーク神戸店」
自由な発想とアイデアで街を彩るバーニーズ ニューヨークのウィンドウディス
プレイは、いまや旧居留地の名物スポットのひとつです。B1〜2Fまで広々とした
フロアには、最先端のデザイナーズブランドがセレクトされ、レディスブランド
やジュエリー、メンズブランドも豊富にそろっています。旧居留地らしい優雅な
ショッピングの時間をお過ごしください。

■�神戸市中央区京町25番地��
神戸旧居留地25番館
■TEL.0120-137-007
■�営業時間　�
11:00〜20:00

■�定休日　�
無休／1月1日を除く

■�HP　�
http://www.barneys.co.jp

 「ファミリア」
長く愛され続ける子ども服ブランド「ファミリア」の本店は元町商店街に
あります。1950年、戦後のまだゆとりがなかった時代に4人の女性たち
が集まってはじめたベビーショップからスタートしており、「自分の子
どもに着せるつもりで、ものづくりをしましょう」というコンセプトの
もとに、子どもへの愛情が込められた商品をラインナップしています。

■神戸市中央区元町通1-6-10
■TEL.�078-321-2468
■営業時間　10:00〜18:30（土日祝19:00）
■定休日　水曜不定休
■HP　http://www.familiar.co.jp

ショッピング
を楽しむ

 ●4

●
三井住友
銀行

●三宮神社

元町
商店街

南京町

阪神・JR元町

■大丸神戸店

京
町
筋

南
京
町

●神戸市立
　博物館

●日本銀行

三井住友銀行
●

海岸通（国道 2号）

●
大丸神戸店

阪神高速3号神戸線

■バーニーズ ニューヨーク
神戸店

至阪神・JR元町駅

●大丸
神戸店

■

阪神・JR元
町

元町商
店街

南京町元町
3丁目

元町
4丁目

ファミリア
神戸元町本店
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 「カミネ」トアロード店
創業100年以上の歴史を誇る、神戸を代表する正規高級時計宝飾専門店。1階はカ
ルティエやブルガリ、シャネル、ハリー・ウィンストンなど、2階にはパテック フ
ィリップ・サロンなど、洗練された空間の中で人気高級ブランドの時計、宝飾品
をゆっくりと見ることができます。アフターサービス、スタッフの温かい接客に
も定評があります。高級なものだからこそ、品揃え、アフターケアもしっかりと
しているお店を選びたいところ。同店以外に取扱いブランド

を変えて、他4店舗あります。

■神戸市中央区三宮町3-1-22
■TEL.078-321-0039
■営業時間　10:30〜19:30
■定休日　不定休
■HP　http://www.kamine.co.jp

JA全農兵庫 直営レストラン「神戸プレジール」
高級感のある神戸らしい洋風モダンなデザインが基調の落ち着いた雰囲気の
中、お客様に居心地の良い空間で、神戸ビーフをはじめとした兵庫県産の新
鮮な食材をこだわりのお酒やワインとともにゆっくりと堪能していただける
ようになっており、ドバイ皇太子も利用された豪華な個室（席料無、4名以上
で利用可）も3室用意しております。神戸ビーフ鉄板焼きステーキ以外のおす
すめ料理はせいろ蒸しで、2段重ねのせいろに神戸ビーフとともに、兵庫県産

を中心に15種類以上の野菜を蒸して食べるボリ
ューム感とヘルシー性が評判です。
■�神戸市中央区下山手通2-11-5�ホテル�ザ・ビー神戸1F
■TEL.�078-571-0

お い し い

141
■�営業時間　�
11:30〜15:00（LO�14:00）・17:00〜22:30（LO�21:00）
■定休日　月曜日
■HP　http://www.kobe-plaisir.jp/

「TOOTH TOOTH maison 15th」
国指定重要文化財であり、旧居留地に唯一残る異人館「旧居留地十五番館」。当時
の西洋建築の雰囲気を今に伝えるこの場所で、神戸の食と文化を発信しているレ
ストランがTOOTH TOOTH maison 15th。神戸キュイジーヌをテーマに、地元食
材にこだわった神戸の旬を楽しめます。肩肘張らないお料理をはじめ、名物の旧
神戸居留地ビーフシチュー、パティスリートゥーストゥースのケーキ、自家製バ
ターブレッドなども。ディナータイムは落ち着いた雰囲気で、フロア貸切り、個室

なども利用でき、楽しい集まりでの利用におすすめ。

■�神戸市中央区浪花町15番地
■TEL.078-332-1515
■�営業時間　11:00〜23:00
■定休日　不定休
■�HP　�
http://www.toothtooth.com/�
maison15.html

食べる
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●
三井住友
銀行

●三宮神社

カミネ 旧居留地店

カミネ Bis店

カミネ トアロード店
カミネ クロノメトリー店

カミネ
元町店

元町
商店街

南京町

阪神・JR元町

大丸神戸店 ■

京
町
筋

南
京
町

●神戸市立
　博物館

●日本銀行

三井住友銀行
●

海岸通（国道 2号）

●
大丸神戸店

阪神高速3号神戸線

■
TOOTH TOOTH 
maison 15th

至阪神・JR元町駅

阪急三宮

■

JR三ノ宮

生田新道

●東急ハンズ

山手幹線

東
門
筋

生田神社
●

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

北
野
坂

プレジール
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第42回通常総会開催地案内

「フロインドリーブ」
数あるベーカリーの中でも、フロインドリーブは、古くから名店として神戸
っ子に愛されてきました。全国的にも有名なお店となった今も、手作りであ
ることにこだわり、できる限り神戸の本店で商品を販売しています。震災後、
ユニオン教会跡を改修し現在の場所に移転。工場と店舗を同じ場所で、さら
にカフェスペースも併設されました。質の良いバターを使った焼き菓子、中
でも人気はおなじみのクッキー「大ミミ」。

■神戸市中央区生田町4丁目6-15
■TEL.�078-231-6051
■営業時間　10:00〜19:00（LO.18:30）
■定休日　水曜日
■HP　http://freundlieb.jp

「サ・マーシュ」
日本を代表するパン職人・西川功晃さんによるお店。焼きたてのパンが並ぶ
商品棚の前には、バーがあり、お客様はバーの手前からパンを選んでスタッ
フに注文するという方式をとっています。スタッフから本日のおすすめのパ
ンや、焼きたてのもの、パンの材料などの説明を受け、対話しながら自分好
みのパンを選ぶことができます。パンのほかにも、自家製ジャムやラスク、
そして西川セレクトのオリーブオイル、チーズ、生乳など食材コーナーも。

■神戸市中央区山本通3-1-3
■TEL.078-763-1111
■営業時間　8:00〜19:00
■定休日　火曜日・水曜日

名
匠
ロ
バ
ー
ト
・
T
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
Jr.
設
計
の
戦
略
性
と
造
形

美
に
四
季
の
花
々
が
咲
き
競
い
、
緊
張
感
と
和
み
が
心
地
よ
く

融
合
す
る
美
し
い
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ス
で
す
。
各
コ
ー
ス
と
も
比

較
的
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
が
広
く
、
フ
ラ
ッ
ト
な
造
り
で
シ
ニ
ア
・

女
性
に
も
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

し
な
や
か
な
マ
ウ
ン
ド
が
曲
線
美
を
見
せ
、
池
や
ク
リ
ー
ク
が

美
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、
全
体
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
段

と
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
す
が
は
名
匠
ジ
ョ
ー
ン
ズ
Jr.
彼
な

ら
で
は
の
豊
富
な
経
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
緻
密
な
設
計
理
念

が
発
揮
さ
れ
、
易
し
い
ホ
ー
ル
で
あ
っ
て
も
、
単
調
な
攻
め
で

は
克
服
で
き
な
い
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
の
奥
深
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
26
年
11
月
2
日（
日
）�

■
場
所
　
チ
ェ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
医
師
協
カ
ー
ド
加
盟
店
）

　�

〒
6
7
3
︲
0
7
1
4

　
兵
庫
県
三
木
市
細
川
町
細
川
中
字
道
重
1
2
0
0
︲
23

　
電
話
　0794

（82

）9690

　
神
戸
市
内
よ
り
車
で
約
40
分

第
42
回
通
常
総
会「
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
」案
内

 ●6

JR三ノ宮

加納町
交差点

至新神戸↑

山手幹線

フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド

■
フロインドリーブ

●
ムスリムモスク

●神戸女子大
　三宮キャンパス

パールストリート

山手幹線
生田神社
●

■
サ・マーシュ

ト
ア
ロ
ー
ド

ファミリーマート●

KING No.9

QUEEN No.9
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連休が出ん休になった暇なくて
Consecutive holidays
been consecutive stay home days
because of only few free days

金がないんだろー
You must be simply because of no many.

二日酔い夕方までには完治する
Hangover?
but it’s always completely recover
until evening

不思議なことに！
Incredible!

整形外科の待合室から

英訳で楽しむ諸岡“川柳”

二つ並んだひまわりの笑顔、
このひまわりにも虫が来ている。

ようこそ！！「写真俳句」の世界へ

筑紫医師協同組合 諸
もろ

岡
おか

正
まさ

明
あき
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は
じ
め
に
、「
名
は
体
を
表
す
」と
い
い
ま
す

が
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」と
い
う

少
々
長
い
タ
イ
ト
ル
、
そ
れ
が
登
録
推
薦
書
の

原
案
の
段
階
で
は
、
さ
ら
に
後
ろ
に「
及
び
そ

れ
ら
の
周
囲
の
文
化
的
景
観
」と
い
う
文
言
が

つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
長
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
カ
ッ
ト
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
実
は
、
そ
こ
に
見
ら

れ
た「
文
化
的
景
観
」と
い
う
馴
染
み
の
な
い
言

葉
こ
そ
、
本
質
的
な
価
値
を
理
解
す
る
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
す（
写
真
①
）。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
世
界
遺
産
に
多
少
と
も

興
味
が
お
あ
り
の
方
は
、
壮
大
な
建
造
物
や
遺

跡
の
よ
う
な「
文
化
遺
産
」や
、
人
工
的
な
影
響

を
受
け
て
い
な
い「
自
然
遺
産
」、
そ
し
て
両
方

を
兼
ね
備
え
た「
複
合
遺
産
」と
い
っ
た
種
類
分

け
が
あ
る
こ
と
を
、
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
大
分
類
の
中
の「
文
化
遺
産
」

に
属
す
る
も
の
と
し
て「
文
化
的
景
観
」が
あ
り
、

「
自
然
と
人
間
の
関
わ
り
合
い
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
景
観
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
七
月
一
日
の
夜 

、
中
国
蘇
州

で
開
催
中
の
世
界
遺
産
委
員
会
の
議
場
の
中
に
、

議
長
の「
登
録
決
定
」の
声
が
響
き
渡
り
、
世
界

遺
産「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」が
誕
生
し

ま
し
た
。
登
録
資
産
を
抱
え
る
地
元
で
は
、
一

報
を
受
け
て
提
灯
行
列
や
花
火
の
打
ち
上
げ
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
が
、
議
場
の

外
で
日
本
の
報
道
陣
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
私
の

胸
の
内
に
は
一
抹
の
不
安
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
登
録
さ
れ
て
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

て
、
正
当
な
評
価
も
広
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
期

待
も
空
し
く
、
今
日
で
は
年
間
一
二
〇
万
人
を

超
え
る
人
々
が
現
地
を
訪
れ
な
が
ら
、
本
質
的

な
価
値
に
気
付
か
ず
に
帰
路
に
つ
い
て
い
る
こ

と
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は「
宝
の
持
ち
腐
れ
」、
そ

し
て
何
よ
り
も「
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
」や「
世
界
遺

産
条
約
」の
主
旨
に
背
き
ま
す
の
で
、
公
務
と
し

て
登
録
と
保
存
管
理
、
普
及
に
携
わ
っ
て
き
た

者
の
責
任
と
し
て
、
そ
の
本
質
的
な
価
値
に
つ

い
て
、
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

日
本
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ　
2

雨後の山並（紀伊山地）

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参さ

ん

詣け

い

道み

ち

登
録
一〇
周
年
を
迎
え
て
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大
峯
奥
駈
道熊野参詣道

小辺路

高野山
町石道

熊野参詣道
大辺路

熊野参詣道
中辺路

熊
野
参
詣
道
紀
伊
路

熊野参詣道
伊勢路

三重県

奈良県

大阪府

和歌山県

熊野本宮大社

那智
新宮

熊野三山

高野山

吉野・大峯

紀伊山地の霊場と参詣道

そ
う
し
た「
文
化
的
景
観
」の
具
体
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
も
の
に「
棚
田
」や「
ブ
ド
ウ
畑
」が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
人
間
が
山
林

原
野
を
開
墾（
破
壊
）し
、
自
然
を
利
用
し
て
生

産
物
を
得
る
営
み
を
続
け
て
き
た
結
果
、
形
成

さ
れ
た
も
の
で
、
様
々
な
種
類
が
あ
る「
文
化

的
景
観
」の
中
で
も「
農
耕
に
関
連
す
る
文
化
的

景
観
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
当
然
な
が
ら

「
自
然
遺
産
」の
要
素
は
乏
し
い
も
の
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」の
場
合
は
、「
山
岳
信
仰
に
関
連
す
る
文
化

的
景
観
」と
い
う
こ
と
で
、
性
格
が
自
ず
と
異

な
り
、「
複
合
遺
産
」の
要
素
を
含
ん
で
い
ま
す
。

と
申
し
ま
す
の
も
、
山
岳
信
仰
自
体
が
、
人
間

も
含
め
た
万
物
を
支
配
す
る
自
然
へ
の
畏
敬
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
始
ま
り
ま
す
の
で
、
信
仰
の

拠
り
所
で
あ
る
自
然
は
極
力
そ
の
ま
ま
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
特
に
信
仰
の
核
心
に

関
わ
る
よ
う
な
重
要
な
自
然
の
景
物
に
対
し
て

は
、
保
存
の
意
識
が
強
く
働
い
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」が
、
他
の
多
く
の「
文
化
遺
産
」と
異
な
り
、

構
成
資
産
に「
天
然
記
念
物
」を
含
む
と
い
う
形

と
な
っ
て
表
れ
、
本
質
的
価
値
の
一
端
を
覗
か

せ
て
い
ま
す（
写
真
④
）。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
決
し
て
単
純
と
は
言
い

難
い
性
格
の
世
界
遺
産「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」だ
け
あ
っ
て
、
構
成
資
産
も
当
然
な

が
ら
盛
り
沢
山
で
す
。
す
な
わ
ち
、
霊
場
と
し

て
は
、
奈
良
県
の「
吉
野
・
大
峯
」と
、
和
歌
山

県
の「
熊
野
三
山
」、「
高
野
山
」の
三
カ
所
が
あ

り
、さ
ら
に
、参
詣
道
と
し
て
、「
大お
お

峯み
ね

奥お
く

駈が
け

道み
ち

」、

「
熊
野
参
詣
道
」、「
高
野
山
町
石
道
」が
含
ま
れ

て
い
ま
す（
上
掲
マ
ッ
プ
参
照
）。

そ
し
て
、
そ
れ
以
前
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が「
紀
伊
山
地
」そ
の
も
の
で
、
神
話
の
時
代
か

ら
神
霊
が
宿
る
特
別
な
地
域
と
見
な
さ
れ
た
こ

と
を
背
景
と
し
て
、
霊
場
や
参
詣
道
の
形
成
と

発
展
に
根
本
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
紀
伊
山
地
が
神
秘
性
を
以
て
知
ら
れ

る
に
至
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て

お
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、「
信
仰
心
を
喚
起
す
る
よ
う
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
た
か
」と
い
う
点
で
す
が
、
紀

伊
山
地
は
、
地
質
構
造
と
年
間
三
〇
〇
〇
ミ
リ

に
達
す
る
降
雨
に
よ
っ
て
、
険
し
い
山
岳
地
形

を
な
し
、
人
が
容
易
に
立
ち
入
る
こ
と
を
許
さ

な
い
そ
の
反
面
、
気
高
く
聳そ
び

え
る
峯
々
や
滝
、

巨
岩
と
い
っ
た
魅
力
的
な
景
物
に
恵
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
温
暖
な
気
候
は
鬱
蒼
と
し
た

森
林
を
育
み
、
そ
こ
は
鳥
や
獣
だ
け
で
な
く
、

「
も
の
の
け
」の
気
配
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

修
験
道
の
山
伏
の
道
具
に
、
刃
渡
り
二
〇
セ

ン
チ
を
超
え
る
鋭
利
な
斧
を
杖
の
先
に
取
り
付

け
た「
入に
ゅ
う
ぶ
の
お
の

峯
斧
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

写
真
①
　
熊
野
詣
の
道（
熊
野
参
詣
道
）
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れ
は
、
進
路
を
切
り
開
く
だ
け
で
な
く
、
身
を

守
る
た
め
に
携
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
、
後
鳥
羽
上
皇
に
供
を
命

ぜ
ら
れ
、
生
涯
一
度
の
熊
野
詣
を
果
た
し
た
歌

人
・
藤
原
定
家
は
、
森
や
林
の
様
子
が
都
の
近

辺
と
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
し
ば
し
ば「
お
そ

れ
」を
さ
え
感
じ
る
こ
と
を
、
日
記
に
書
き
残

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
自
然
の
条
件
が
十
分
に

揃
っ
て
い
る
と
な
る
と
、
次
は「
信
仰
の
眼
差

し
を
向
け
る
人
々
が
い
た
か
、
そ
し
て
、
そ
れ

は
果
た
し
て
誰
か
」と
い
う
こ
と
が
、
検
討
の

課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
日
本
は
島
国
で
あ
り
山

国
で
す
の
で
、
紀
伊
山
地
に
似
た
よ
う
な
場
所

自
体
は
、
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
信
仰
心
を
抱
く
人
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
こ

は
た
だ
の
原
野
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
信
仰
を
寄
せ

る
人
々
次
第
で
、
地
域
が
帯
び
る
神
秘
性
の
質

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
紀
伊
山
地
の

場
合
は
、
ま
こ
と
に
都
合
の
よ
い
距
離
と
方
角

に
、
人
々
が
最
も
多
く
住
み
、
日
本
の
中
心
で

あ
る「
都
」が
あ
り
ま
し
た
。

気
が
付
く
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
奈

良
と
京
都
を
南
北
に
結
ぶ
線
、
そ
れ
を
南
に
延

ば
し
ま
す
と
、
太
平
洋
に
突
き
出
た
紀
伊
半
島

の
中
央
部
を
通
り
、
本
州
最
南
端
の
地
、
潮
岬

辺
り
に
達
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

写真④　天然記念物のナギ（熊野三山）

写真⑦　拝礼の場「王子社」（熊野参詣道） 写真⑥　参道の石畳と杉並木（熊野三山） 写真⑤　ご神体の大滝（熊野三山）

写真③　神々降臨の岩（熊野三山） 写真②　吉野の山神（吉野・大峯）
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不
滅
の
太
陽
の
光
が
射
す
そ
の
方
角
こ
そ
、
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
、
紀
元
前
の
昔
か
ら
認
め
ら

れ
た「
聖
な
る
方
角
」に
他
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
関
し
て
、
奈
良
時
代
の
初
め
に
編
纂

さ
れ
た『
日
本
書
紀
』に
は
、
興
味
深
い
話
が
載

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
生
駒
山
を
東
へ
越
え

よ
う
と
し
て
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ
に
敗
れ
た
神
武
天

皇
が
、
紀
伊
水
道
を
南
下
し
て
熊
野
に
上
陸
し
、

そ
こ
か
ら
神
々
の
助
け
と
八や

咫た

烏が
ら
すの

導
き
で
紀

伊
半
島
を
北
上
し
て
敵
を
破
り
、
国
の
礎
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
八
咫
烏
の
役
作
り
が
、

神
武
天
皇
の
行
動
を
権
威
づ
け
る
狙
い
か
ら
、

中
国
・
朝
鮮
で
太
陽
の
象
徴
と
さ
れ
る「
三
足

烏
」の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
紀
伊
山
地
に
信
仰
の
眼
差
し

を
向
け
る
人
々
、
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
い
都
の

人
々
で
あ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
、
そ
れ
は
紀

伊
山
地
の
神
秘
性
が
生
ま
れ
、
大
き
く
発
展
す

る
に
際
し
て
、
決
定
的
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
改
め
て「
文
化
的
景
観
」の
視
点

に
立
ち
戻
れ
ば
、「
紀
伊
山
地
の
山
岳
信
仰
に

関
す
る
文
化
的
景
観
」は
、
あ
く
ま
で「
紀
伊
山

地
の
神
秘
的
な
自
然
と
都
の
人
々
の
信
仰
が
形

成
し
た
景
観
」に
ほ
か
な
ら
ず
、
都
か
ら
遠
く

隔
絶
し
た
人
と
環
境
の
産
物
な
ど
で
は
決
し
て

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
紀
伊
山
地
と
都
の
人
々
の
そ
う
し
た

関
係
は
、
東
京
遷
都
に
よ
っ
て
南
北
の
聖
な
る

ラ
イ
ン
そ
の
も
の
が
描
け
な
く
な
る
ま
で
、
一

二
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
保
た
れ
ま
す
が
、
三
カ

所
の
山
岳
霊
場
と
三
系
統
の
参
詣
道
も
、
当
然

な
が
ら
、
そ
の
中
で
形
成
さ
れ
、
発
展
、
推
移

し
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
う
ち
、
霊
場「
吉
野
・
大
峯
」は
、

桜
の
季
節
に
な
る
と
大
勢
の
花
見
客
で
賑
わ
い

ま
す
。
し
か
し
、
俗
塵
を
嫌
っ
て
険
し
い
山
岳

地
帯
に
分
け
入
り
、
心
身
の
浄
化
を
図
る
苛
酷

な
修
行
を
重
ね
て
、
超
自
然
的
な
能
力
で
あ
る

「
験
」を
修
得
し
よ
う
と
す
る「
修
験
道
」の
根
本

道
場
、
と
い
う
の
が
本
来
の
姿
で
す
。

そ
し
て
、こ
の
霊
場
に
関
す
る
参
詣
道
が「
大

峯
奥
駈
道
」で
、
標
高
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
尾
根
伝
い
に
吉
野
と
熊
野
を
結
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
こ
は
単
に
目
的
地
に
向
か
っ
て
通

り
過
ぎ
る
道
で
は
な
く
、
文
字
通
り
山
伏
と
な

っ
て
苛
酷
な
修
行
を
実
践
す
る「
奥
駈
」の
行
場

で
す（
写
真
②
、
⑨
）。

次
に「
熊
野
信
仰
」発
祥
の
地「
熊
野
三
山
」は
、

山
や
滝
、
巨
岩
や
大
木
と
い
っ
た
特
徴
的
な
自

然
の
景
物
に
神
性
を
感
知
し
て
崇
め
る
日
本
古

来
の「
自
然
崇
拝
」に
基
づ
く「
神
道
」、
そ
し
て

神
々
を
仏
教
諸
尊
が
姿
を「
権
り
て
現
れ
た
」も

写真⑨　奥駈の山伏（大峯奥駈道） 写真⑧　水上の参詣道、熊野川（熊野参詣道）
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場
と
参
詣
道
が
、
都
の
社
会
情
勢
の
変
動
に
応

じ
て
推
移
、
変
容
す
る
の
は
当
然
で
、
中
で
も

平
安
時
代
に
広
ま
っ
た「
末
法
思
想
」は
、
と
り

わ
け
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
末
法
思
想
と
は
、
仏
教

伝
来
の
五
〇
〇
年
後
に
あ
た
る
西
暦
一
〇
五
二

年
か
ら
は
仏
法
が
衰
え
て
、
五
十
六
億
七
千
万

年
の
後
に
弥
勒
菩
薩
が
弥
勒
仏
と
な
っ
て
降
臨

す
る
ま
で
、
混
乱
と
不
幸
の
時
代
が
続
く
、
と

す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
不
安
に
駆
ら
れ
た

都
の
人
々
の
、
現
世
で
の
利
益
、
極
楽
へ
の
往

生
、
未
来
へ
の
転
生
、
そ
れ
ら
を
願
う
心
が
高

ま
る
に
つ
れ
て
、
紀
伊
山
地
へ
の
期
待
も
大
き

く
な
り
、
や
が
て
そ
れ
は
全
国
津
々
浦
々
に
及

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
紀
伊
山
地
の
各
霊
場
に
お
い
て

宗
教
施
設
や
組
織
の
拡
充
が
飛
躍
的
に
進
む
と

と
も
に
、「
修
験
道
」、「
熊
野
信
仰
」、「
真
言
密

教
」自
体
が
、
日
本
の
精
神
文
化
を
支
え
る
重

要
な
柱
と
な
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
が
証
す
通
り

で
す
。

因
み
に
、
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
文
化
遺
産

に
お
け
る「
欧
米
の
石
造
建
築
物
偏
重
」へ
の
反

省
か
ら
、
同
種
の
も
の
の
推
薦
に
際
し
て
は
傑

出
し
た
一
件
に
絞
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
山
岳
信
仰
の
霊
場
は
国
内
に
数
多
い

中
、
成
り
立
ち
、
規
模
、
日
本
文
化
へ
の
影
響

の
と
す
る「
神
仏
習
合
」の
聖
地
と
し
て
、
広
く

知
ら
れ
て
き
ま
し
た（
写
真
③
、
④
、
⑤
、
⑥
）。

ま
た
、「
熊
野
参
詣
道
」は
、
精
進
潔
斎
を
済
ま

せ
た
都
の
人
々
が
、「
先せ
ん

達だ
つ

」と
呼
ば
れ
る
経
験
豊

富
な
山
伏
に
導
か
れ
、
熊
野
の
神
々
を
分
祀
し

た「
王
子
社
」で
神
仏
混こ
ん

淆こ
う

の
拝
礼
を
重
ね
な
が

ら
、
熊
野
三
山
を
巡
拝
す
る「
熊
野
詣
」を
繰
り

返
し
た
道
で
、
後
に
は
伊
勢
か
ら
南
下
し
て
熊

野
に
到
る
道
や
、
熊
野
と
高
野
山
を
南
北
に
結

ぶ
道
、
さ
ら
に
紀
伊
半
島
南
岸
伝
い
に
熊
野
に

向
か
う
道
も
開
か
れ
ま
し
た（
写
真
①
、⑦
、⑧
）。

そ
し
て
、
霊
場「
高
野
山
」は
、
標
高
八
〇
〇
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
山
上
の
盆
地
に
あ
り
、「
真
言

密
教
」で
万
物
宇
宙
の
中
心
と
仰
が
れ
る
大
日

如
来
の
力
を
、
山
岳
修
行
に
よ
っ
て
自
ら
の
内

に
呼
び
覚
ま
し
、「
即
身
成
仏
」を
果
た
し
て
人
々

を
救
済
し
よ
う
と
す
る
空
海（
弘
法
大
師
）が
、

修
禅
道
場
と
し
て
開
い
た
所
で
す（
写
真
⑩
、⑪
）。

ま
た
、
高
野
山
に
関
連
す
る
参
詣
道「
高
野

山
町
石
道
」は
、
山
上
の「
根
本
大
塔
」を
起
点

と
し
、
弘
法
大
師
の
廟
び
ょ
う

所し
ょ

が
あ
る「
奥
院
」、
そ

し
て
山
下
、
紀
ノ
川
の
ほ
と
り
に
政
所
と
し
て

空
海
が
創
建
し
た「
慈
尊
院
」を
結
ん
で
お
り
、

一
町（
一
〇
八
メ
ー
ト
ル
）置
き
に
密
教
の
諸
尊

を
表
す
五
輪
塔
形
の
町
石
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す（
写
真
⑫
）。

さ
て
、
紀
伊
山
地
の
神
秘
性
に
惹
か
れ
た
都

の
人
々
に
よ
っ
て
起
源
を
み
た
こ
れ
ら
山
岳
霊

写真⑪　初夏の高野山（高野山） 写真⑩　冬の山上伽藍（高野山）
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と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
、
紀
伊
山
地

の
霊
場
を
凌
ぐ
も
の
は
、
当
然
な
が
ら
ほ
か
に

あ
り
ま
せ
ん
。

但
し
、
日
本
一
と
い
う
の
は
、
政
府
が
世
界

遺
産
に
推
薦
す
る
た
め
の
最
低
条
件
に
す
ぎ
ず
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
人
類
に
遺
産

と
し
て
恩
恵
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
近
年
、
世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録

が
否
決
さ
れ
る
推
薦
資
産
が
増
加
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、
自
己
評
価
が
高
い
反
面
、
世
界

に
も
た
ら
す
恩
恵
に
ま
で
考
え
が
及
ん
で
い
な

い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
、
す
で
に
登
録
さ
れ
、
世
界
が
協

力
し
て
未
来
へ
守
り
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
世

界
遺
産「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」が
、
世

界
に
も
た
ら
す
恩
恵
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」は
、
先
に
記

し
ま
し
た
よ
う
に
、
文
化
遺
産
の
中
で
も「
山

岳
信
仰
に
関
す
る
文
化
的
景
観
」で
あ
り
、
さ

ら
に
世
界
遺
産
と
し
て
最
も
簡
潔
な
説
明
で
は

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
山
岳
信
仰
に
関
す
る
文

化
的
景
観
の
模
範
例
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
山
岳
信
仰
の
存
在
を
証
す
構
成
資
産
と
し

て
三
種
類
の
霊
場
と
参
詣
道
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
ら
は
態
様
こ
そ
違
え
、
自
然
に
対
す

る
畏
敬
を
基
盤
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
遠
く
イ
ン
ド
か
ら
中
国
、
朝
鮮

を
経
て
伝
来
し
た
仏
教
が
、
や
は
り
自
然
に
対

す
る
畏
敬
を
も
と
に
日
本
古
来
の「
神
道
」と
結

び
つ
き
、「
神
仏
習
合
」と
い
う
宗
教
形
態
を
生

ん
だ
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
要
素
で
す
。

す
な
わ
ち「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」が
世

界
に
も
た
ら
す
恩
恵
と
は
、
自
然
へ
の
畏
敬
が

も
た
ら
す
恩
恵
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
の
現
状
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
環
境
破

壊
や
、
宗
教
・
宗
派
の
違
い
に
起
因
す
る
紛
争

が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、
ユ
ネ
ス
コ
が
掲
げ
る

理
想
の
実
現
か
ら
は
、
ほ
ど
遠
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
誰

に
と
っ
て
も
大
事
な
生
命
を
、
一
体
何
が
支
え

て
い
る
か
知
ら
し
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
文
化
遺
産
の
多
く
は
、
人
間
の
都
合
の

み
を
考
え
て
生
み
出
さ
れ
た
人
工
構
築
物
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
対
し
て「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」は
、
山
岳
信
仰
の
様
々
な
形
を
通
し
て
、

自
然
へ
の
畏
敬
を
喚
起
す
る
力
を
備
え
て
お
り
、

文
字
通
り
比
類
の
な
い
文
化
遺
産
と
申
せ
ま
す
。

尽
き
る
と
こ
ろ
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」が
も
た
ら
す
恩
恵
と
は
、
自
然
へ
の
畏

敬
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
類
が
進
む
べ

き
方
向
を
軌
道
修
正
で
き
る
よ
う
に
な
る
恩
恵

で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
は
こ
の
世
界
遺
産
の
本
質

的
価
値
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

和
歌
山
県
立
博
物
館　

小お

田だ

誠せ
い

太た

郎ろ
う

写真⑫　道と町石（高野山町石道）

小
田
氏

●
著
者
小
田
誠
太
郎
氏
紹
介
　
　
三
好
壮
一

現
在
は
和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
課
に
勤
務
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
そ
の
参
詣
道
」が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
当
た
り
準
備
段
階
か
ら
教
育
庁

で
中
心
的
役
割
を
果
た
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
維
持
・
管

理
・
普
及
の
た
め
に
講
演
会
・
著
書
執
筆
に
邁
進
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
世
界
遺
産
は
範
囲
が
広
大
で
、
全
容
を

把
握
し
難
い
の
で
す
が
、
本
当
の
価
値
は
自
然
と
人
間

の
関
わ
り
を
再
認
識
す
る
上
で
貴
重
な
世
界
遺
産
で
あ

る
こ
と
を
付
記
致
し
ま
す
。
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京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物

はセリ科シシウド属で学名
はAngelica acutilobaです。

本州の山や岩場に自生する大型の多年
草植物で、日本では古くから薬用植物と
して栽培されています。現在は北海道

（北海当
とう

帰
き

）や奈良県吉野（大深当
とう

帰
き

）な
どで栽培されています。漢方では婦人
薬処方に使用される非常に重要な生薬
の一つです。なぜなら当

とう

帰
き

の効能は血
の不足を補い、血の流れを活発にし、生
理を順調に整え、生理痛を和らげます。
また冷えを取り、内臓の働きも良くする
ので、便通もつくようになります。当

とう

帰
き

という名前の由来は、「当に帰る」言うこ
とから、当

とう

帰
き

を煎じて服用することによ
り、病弱の婦人が元気になり、夫が自分の元に戻ってきてくれたとか、産後の肥
立ちが良くなり、無事に夫の元に帰ることが出来たという故事から名づけられ
たと言われています。漢方でこの生薬は、経絡的に心

しんけい

経・肝
かんけい

経・脾
ひ

経
けい

に入り、性
せい

味
み

は甘・辛・苦、温です。甘は滋補・和中・緩急に、辛は発汗・行気に、苦は清熱・
瀉火・瀉下・燥湿・降逆に働き、温は温め通す働きがある事から、「血中の気薬」
ともいわれています。つまり、血の関係する病や、冷えからくる血の滞りにはと
ても重要な働きをする生薬です。それゆえ、婦女の月経不調・経閉・痛経及び
胎前（妊娠中）・産後の諸病に常用されます。このほか腫物や打撲、冷えからく
る腹痛やしびれなど、血が薄くなったり滞ったりする全ての病気に使用できま
す。現代の薬理作用としては、血管拡張作用・血小板凝集抑制作用・免疫賦活
作用・筋弛緩作用・鎮痛作用・鎮静作用・抗炎症作用などが証明されています。
　当

とう

帰
き

を含む保険適用漢方処方は多数30以上存在します。代表的な処方に四
し

物
もつ

湯
とう

「卵巣機能不全・産前産後の体力低下・冷え症・湿疹・貧血症等に使用」、
乙
おつ

字
じ

湯
とう

「痔疾・便秘症・肛門周囲炎・陰部掻痒症等に使用」、加味逍遥散「更年
期障害・自律神経失調症・不定愁訴症候群・慢性肝炎・高血圧症等に使用」、
当
とう

帰
き

芍
しゃく

薬
やく

散
さん

「貧血・更年期障害・不妊症・動悸・慢性腎炎・半身不随・心臓弁
膜症等に使用」、当

とう

帰
き

建
けん

中
ちゅう

湯
とう

「月経痛・下腹部痛・痔・脱肛の痛み等に使用」、当
とう

帰
き

飲
いん

子
し

「慢性湿疹・皮膚掻痒症・
慢性蕁麻疹等に使用」、人

にん

参
じん

養
よう

栄
えい

湯
とう

「病後の体力低下・食欲不振・疲労倦怠・手足の冷え・抗ガン治療副作用
軽減・慢性気管支炎・肺気腫等に使用」、通

つう

導
どう

散
さん

「高血圧随伴症状・更年期症候群・骨盤内鬱血症候群・便秘症・
打撲症・神経症等に使用」、薏

よく

苡
い

仁
にん

湯
とう

「関節痛・筋肉痛・変形性関節症・関節リウマチ等に使用」、紫
し

雲
うん

膏
こう

「熱傷・
痔疾・皮膚疾患等に使用」などがあります。

今回は蒼翠号なので、民間生
しょう

薬
やく

はヘチ
マ（糸

し

瓜
か

）を漢方生
しょう

薬
やく

は当
とう

帰
き

を取り上げ
ます。

大和当
とう

帰
き

唐当
とう

帰
き

当
とう

帰
き

17

当
とう

帰
き

の花芽当
とう

帰
き
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京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物

はウリ科ヘチマ属で
学名はLuffa cylin-
drica、生薬名では

（糸ウリ）と言います。
ヘチマの原産はインド
と言われ、1年生つる
性草本、雌雄同株
で、夏にキュウリに似
た黄色の花を咲かせ、
秋には30～60cmの
長大ウリ状の果実を
つけます。そして、完
熟した果実の果肉部
分は、網状の繊維がよく発達し、そこから沢山の繊維が採れることから、糸ウ
リという名前が付きました。そして、この「いとうり」が「とうり」と変化し、「と」が「い
ろは歌より、いろはにほへとちりぬるをわか・・」の「へ」と「ち」間にある事から、「へ
ち間」と呼ばれるようになったと言われています。このヘチマから採取したヘ
チマ水（糸

し

瓜
か

水
すい

）は、昔から美容に関するものとして使用されておりました。江
戸時代の書物、小石川御薬園の「御製薬差上帳」の中に、大奥女中の化
粧水としてヘチマ水「一夏一石一斗三升（約198リットル）」を納めていたとい
う記録が残っており、現在もヘチマ化粧水としてよく知られています。採取
方法としては秋にヘチマのツルを地上30センチ程の所で切り、その切り口を
ビンの中に差し込み、ヘチマ水を集めます。また生の果実を輪切りにして、
煮た汁も同様の効果が期待できます。ヘチマにはヘチマサポニン、硝酸カリ
ウム、ペクチン、タンパク質、多糖類などを含んでおり、民間薬として、咳止め
や体のむくみ取り、あせも、手足のひび、アカギレ、日焼けの後の皮膚にも利
用されてきました。また熟した果実は、自然に腐るのを待つか、あるいは煮て
皮をむいて繊維質のみにしてタワシを作ることができます。沖縄ではこのヘチ
マタワシを鍋洗いに使用したことから、「ナーベーラー」と呼び、そこから家庭料
理のヘチマの味噌煮を「ナーベーラーンブシー」油いためを「ナーベーラータシ
ャー」といって親しまれているようです。ヘチマにはビタミン類（ビタミンA・E・K・
B1・B2・B6・C・ナイアシン・葉酸・パントテン酸）、ミネラル（ナトリウム・カリウム・カ
ルシウム・マグネシウム・リン・鉄・亜鉛・銅・マンガン）がバランスよく含まれており、
またカロリーは一本（250ｇ）で40Kcalと低カロリーなので、ダイエット食材として
は有力です。若い果実は苦味が無いので皮をむいて、揚げ物、煮物そして
味噌汁の具や、漬物として九州南部地方や沖縄では食されています。

自然に腐ったヘチマ熟したヘチマ

ヘチマの種

発芽

ヘチマ
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去
る
4
月
3
日
、
桜
が
満
開
の
京
都
を
日
本
医
師
会
事
務
局
と
と
も
に

訪
れ
、
醫
聖
堂
並
び
に
併
設
す
る
大
講
堂
を
見
学
す
る
機
会
を
得
た
。
貴

重
な
経
験
で
あ
っ
た
の
で
、
全
医
協
連
の
会
員
の
皆
様
に
も
ご
報
告
し
た

い
。京

都
市
東
山
区
に
真
言
宗
の
総
本
山
で
あ
る
泉
涌
寺
と
い
う
格
式
の
高

い
寺
が
あ
る
。
泉
涌
寺
は
鎌
倉
時
代
の
後
堀
河
天
皇
、
四
条
天
皇
な
ど
歴

代
天
皇
の
陵
墓
が
あ
り
、
皇
室
の
菩
提
所
と
し
て
御
寺（
み
て
ら
）泉
涌
寺

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
泉
涌
寺
の
塔
頭
の
一
つ
に
西
国
三
十
三
カ
所
第

十
五
番
霊
場
で
あ
る
今
熊
野
観
音
寺
が
あ
る
。
今
熊
野
観
音
寺
は
平
安
時

代
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
弘
法
大
師
が
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
醫
聖
堂
と
大
講
堂
は
こ
の
境
内
に
あ
る
。

泉
涌
寺
と
日
本
医
師
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
武
見
太
郎
先
生

の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
皇
室
の
菩
提
所
と
い
わ
れ
る
格
式
の
高
い
寺
院

で
あ
っ
て
も
、
戦
前
と
は
異
な
り
国
か
ら
の
補
助
は
削
減
さ
れ
、
広
大
な

敷
地
を
管
理
す
る
費
用
に
も
頭
を
痛
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
55
年
、

「
泉
涌
寺
を
護
る
会
」（
総
裁 

三
笠
宮
崇
仁
親
王
）会
長
の
永
野
重
雄
日
本

商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
武
見
先
生
に
泉
涌
寺
へ
の
支
援
・
協
力
の
要
請
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
武
見
先
生
は
肩
書
き
を
外
し
た
個
人
の
立
場

で
の
協
力
を
約
束
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

も
と
も
と
泉
涌
寺
の
山
内
に
は
多
宝
塔
が
あ
っ
た
が
、
応
仁
の
乱
で
消

失
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
多
宝
塔
を
復
元
し
て
医
界
に
お
け
る
功
労
者

を
祭
祀
し
、
併
設
の
大
講
堂
で
こ
れ
を
顕
彰
す
る
記
念
講
演
会
等
を
開
催

し
、
医
道
の
高
揚
や
功
労
者
の
顕
彰
を
行
う
と
い
う
構
想
が
泉
涌
寺
側
か

ら
示
さ
れ
、
武
見
先
生
の
了
解
を
得
ら
れ
た
。
こ
の
多
宝
塔
は
醫
聖
堂
と

命
名
さ
れ
、
こ
れ
を
運
営
す
る
団
体
と
し
て
醫
道
顕
彰
会
が
設
立
さ
れ
た
。

醫
聖
堂（
泉
涌
寺
山
内
）を
訪
ね
て

公
益
社
団
法
人 

日
本
医
師
会
副
会
長
　
今い

ま

村む
ら

　
聡

さ
と
し

醫聖堂
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京都駅

東福寺駅

泉涌寺

観音寺

鳥羽街道駅

鴨川東

九
条
烏
丸

十
条

鴨
川

鴨川西
阪神高速8号京都線

東海道新幹線

東海道本線

京
阪
本
線

地
下
鉄
烏
丸
線

奈
良
線 東福寺

醫
聖
堂
は
昭
和
59
年
10
月
10
日
落
慶
、
高
さ
16
メ
ー
ト
ル
、
朱
塗
り
瓦

葺
き
の
総
檜
造
り
、
平
安
様
式
の
多
宝
塔
で
あ
る
。
早
春
の
境
内
は
桜
が

満
開
で
、
朱
塗
り
の
醫
聖
堂
と
木
々
の
緑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
非
常
に

美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
醫
聖
堂
に
は
わ
が
国
建
国
以
来
の
医
道
に
貢
献

さ
れ
た
貝
原
益
軒
、
杉
田
玄
白
、
緒
方
洪
庵
他
、
歴
史
に
名
を
残
さ
れ
た

医
家
先
哲
が
祭
祀
さ
れ
て
お
り
、
醫
聖
堂
脇
の
石
碑
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
醫
道
顕
彰
会
の
会
員
で
、
医
学
や
医
療
を
通
し
て
社
会

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
名
も
石
碑
に
刻
ま
れ
、
建
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
醫
聖
堂
の
運
営
母
体
で
あ
る
醫
道
顕
彰
会
の
初
代
会
長
は
平
澤
興

先
生（
元
京
大
総
長
）、
二
代
目
会
長
は
岡
本
道
雄
先
生（
元
京
大
総
長
）、

現
在
は
中
野
博
美
先
生（
医
療
法
人
啓
信
会
理
事
長
）が
会
長
代
行
を
務
め

ら
れ
て
い
る
。
今
般
、
醫
聖
堂
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
中
野
博

美
先
生
よ
り
日
本
医
師
会
に
対
し
て
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

記
録
を
見
る
と
、
昭
和
59
年
の
醫
聖
堂
落
慶
式
典
に
は
、
多
く
の
都
道

府
県
医
師
会
か
ら
役
員
が
出
席
さ
れ
て
お
り
、
醫
聖
堂
の
名
が
全
国
的
に

周
知
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
30
年
の
歳
月
を
経
て
、
そ
の

存
在
自
体
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

醫
聖
堂
に
隣
接
し
た
大
講
堂
は
三
階
建
て
で
、
少
人
数
の
会
合
か
ら
数

百
人
規
模
の
大
会
議
も
可
能
な
大
ホ
ー
ル
も
あ
り
、
国
際
会
議
用
の
同
時

通
訳
設
備
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
で
き
る
す
ば
ら
し
い
施
設

と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
で
は
京
都
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、

大
講
堂
内
の
各
施
設
が
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
伺
っ
た
。
武
見
先

生
を
は
じ
め
全
国
の
先
生
方
の
篤
志
に
よ
っ
て
完
成
し
た
施
設
が
利
用
さ

れ
な
い
の
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
全
国
の
医
師
会
や
会
員
の
先
生

方
の
ご
利
用
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

本
誌
を
ご
覧
の
全
医
協
連
の
皆
様
も
京
都
観
光
の
際
に
は
、
是
非
醫
聖

堂
に
も
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
。

大講堂大ホール

〈
所
在
地
〉

京
都
市
東
山
区
泉
涌
寺
山
内
町

〈
ア
ク
セ
ス
〉

J
R
奈
良
線「
東
福
寺
」駅
ま
た
は
京
阪
本
線

「
東
福
寺
」駅
下
車
。
徒
歩
約
20
分
。
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平
成
26
年
3
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
上
野
〜

青
森
間
の
寝
台
列
車「
あ
け
ぼ
の
」の
定
期
運

転
が
取
り
や
め
ら
れ
た
。「
あ
け
ぼ
の
」は
上

野
発
の
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
で
国
鉄
時
代
か
ら

の
最
後
の
客
車
寝
台
特
急
だ
っ
た（
写
真
1
）。

一
方
、
平
成
25
年
に
J
R
九
州
は「
な
な

つ
星
i
n
九
州
」の
運
行
を
開
始
し
た
。「
和

製
オ
リ
エ
ン
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
乗
車
定
員
わ
ず
か
28
人

と
い
う
日
本
一
豪
華
な
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
豪
華
寝
台
列
車
で
あ

る
。
チ
ケ
ッ
ト
入
手
は
7
〜
8
倍
の
高
倍
率

で
、
根
気
強
く
応
募
し
て
も
か
な
り
の
年
数

が
か
か
る
と
い
う
。
こ
の
評
判
を
受
け
て

J
R
東
日
本
と
西
日
本
も
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ

ン
を
企
画
し
て
い
る
。
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ

ト
レ
イ
ン
時
代
が
到
来
し
そ
う
だ
。

〈
夜
行
列
車
の
あ
ゆ
み
〉

明
治
33
年
に
私
鉄
の
山
陽
鉄
道
に
国
内
初

大
正
4
年
に
三
條
ま
で
延
長
を
果
た
し
た

京
阪
は
、
三
条
大
橋
東
詰
の
路
面
上
の
停
留

所
が
終
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
京
津
線
と

の
乗
換
え
が
不
便
な
こ
と
か
ら
三
条
駅
を
大

改
修
。
日
本
初
の
乗
降
分
離
総
合
駅
を
完
成

さ
せ
た
。

京
津
線
は
山
岳
鉄
道
の
よ
う
に
急
勾
配
急

カ
ー
ブ
で
あ
っ
た
た
め
、
大
阪
･
浜
大
津
間

直
通
専
用
車
は
欧
米
で
の
視
察
を
も
と
に
設

計
さ
れ
た
。
そ
れ
は
2
両
連
接
車
体
で
、
電

気
ブ
レ
ー
キ
を
常
用
し
な
が
ら
急
カ
ー
ブ
を

ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き
る
驚
異
的
な
軽
量
車

で
あ
っ
た
。

昭
和
9
年
か
ら
天
満
橋
―
浜
大
津
･
直
通

特
急
運
転
を
開
始
。「
び
わ
こ
特
急
」の
登
場

で
あ
る
。
浜
大
津
で
琵
琶
湖
の「
竹
生
島
め

ぐ
り
」遊
覧
船
と
連
絡
。
関
西
で
は
ま
れ
に

み
る
観
光
連
絡
特
急
で
あ
っ
た
。

「
夜
行
列
車
に
乗
ろ
う
」

山
根
則
夫
先
生

（
名
古
屋
市
医
師
会
協
同
組
合
ニュー
ス 

No. 

126
号
よ
り
）

�

流
線
型
連
接
車

「
び
わ
こ
号
」（
後
編
）

林
　
光一先
生

（
京
都
保
事
協
ニュ
ー
ス 

No. 

645
号
よ
り
）

広報部副部会長

南
みなみ

　 俊
とし

秀
ひで

写真1　あけぼの

写真2　北斗星

の
寝
台
車（
1
等
）が
登
場
し
た
。
官
設
鉄
道

に
も
寝
台
車
が
登
場
し
、
長
距
離
列
車
へ
の

投
入
が
進
め
ら
れ
、
明
治
45
年
に
は
新
橋
〜

神
戸
間
の
不
定
期
急
行
列
車
に
1
等
･
2
等

寝
台
車
が
連
結
さ
れ
た
。

昭
和
6
年
に
は
初
の
3
等
寝
台
車（
ス
ハ

ネ
3
0
0
0
0
形
）が
投
入
さ
れ
た
。
3
等
車

は
順
調
に
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
が
、
開
戦

に
伴
い
昭
和
16
年
7
月
に
い
っ
た
ん
中
止
さ

れ
た
。
昭
和
19
年
に
は
長
距
離
定
期
列
車
そ

の
も
の
が
消
滅
し
た
が
、
終
戦
後
に
運
転
が

再
開
さ
れ
昭
和
23
年
に
は
東
京
〜
大
阪
間
の

長
距
離
列
車
に
再
び
寝
台
車
が
連
結
さ
れ
た
。

昭
和
30
年
代
に
な
る
と
本
格
的
な
寝
台
列

車
時
代
が
到
来
し
た
。
東
京
〜
博
多
間
の
夜

行
特
急
列
車「
あ
さ
か
ぜ
」が
大
好
評
で
、
寝

台
券
は
入
手
困
難
だ
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
33

年
に
は
新
型
の
特
急
専
用
20
系
客
車
を
新
製

し「
あ
さ
か
ぜ
」に
充
当
し
た
。
ほ
と
ん
ど
ク

ー
ラ
ー
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
の
時
代
に
、

全
車
両
に
冷
房
が
搭
載
さ
れ
た
20
系
は「
走

る
ホ
テ
ル
」と
称
さ
れ
た
。
続
い
て
東
京
･

長
崎
間
の「
さ
く
ら
」、
東
京
･
鹿
児
島
間
の

「
は
や
ぶ
さ
」が
登
場
し
、
寝
台
車
は
20
系
の

車
体
色
か
ら
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
と
よ
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン
の
間
で
人
気
を

博
し
た
。
そ
の
後「
月
光
」「
み
ど
り
」「
日
本

海
」「
金
星
」「
北
斗
星
」な
ど
が
各
路
線
を
走

り
、
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
は
隆
盛
を
極
め
た
。

し
か
し
平
成
に
入
り
、
時
代
の
流
れ
か
ら

「
彗
星
」「
北
陸
」「
日
本
海
」「
あ
け
ぼ
の
」と
ダ

イ
ヤ
改
正
の
た
び
に
廃
止
が
続
き
、
今
で
は

「
北
斗
星
」（
写
真
2
）の
一
往
復
の
み
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

四
条
通
り
を
渡
る

「
び
わ
こ
」61
号

蹴
上
を
通
過
す
る

「
び
わ
こ
」61
号

医師協の雑　
誌
か
ら今回のテーマ『鉄道に魅せられて』
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歌狂療医

ま
た
し
て
も
　

羊よ
う

頭と
う

狗く

肉に
く
の
　

制
度
か
な

三
人
居
れ
ば
　

算
定
高
く今

回
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
主
治
医
機
能
の
評
価
と
し
て
地
域
包
括
診
療
料
と
か
地
域
包
括
診
療
加
算
と
か

が
設
定
さ
れ
、
糠
喜
び
を
さ
れ
た
向
き
も
お
ら
れ
た
と
思
う
。
算
定
要
件
の
一
つ
に
、
三
人
以
上
の
常
勤
医

師
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
診
療
所
で
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

記
憶
せ
よ
　

15
と
60
　

キ
ー
ワ
ー
ド

こ
れ
を
超
え
ね
ば
　

算
定
低
く

36
万
床
あ
る
7
対
1
入
院
基
本
料
を
算
定
し
て
い
る
病
床
を
9
万
床
削
減
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度
と
名
称
を
変
更
し
て
対
象
患
者
を
絞
り
込
む
こ
と
に
し
た
よ
う
だ
。
基
準
を
満
た
す
患

者
が
15
％
以
上
い
な
け
れ
ば
7
対
1
と
し
て
は
算
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
D
P
C
対
象
病
院
で
は

後
発
医
薬
品
指
数（
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
）が
新
設
さ
れ
、
使
用
す
る
薬
剤
が
60
％
以
上
後
発
品
で
あ
れ
ば
係
数

が
上
が
る
た
め
に
収
益
が
大
幅
に
増
し
、
調
剤
薬
局
に
お
い
て
も
使
用
率
が
高
け
れ
ば
後
発
医
薬
品
調
剤
体

制
加
算
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
つ
ま
で
か
　

医
師
の
仕
事
は
　
ユ
ア
ペ
ー
ス

暇
な
患
者
は
　
マ
イ
ペ
ー
ス
か
な

「
父
は
今
年
二
月
で
六
十
五　

顔
の
皺
は
ふ
え
て
ゆ
く
ば
か
り　

仕
事
に
追
わ
れ
・
・
・
」と
井
上
陽
水
が
歌

っ
て
か
ら
40
年
余
り
。
私
も
今
年
十
一
月
に
六
十
五
。
同
じ
年
齢
の
患
者
さ
ん
の
多
く
は
す
で
に
退
職
し
て
、

時
間
的
に
は
ゆ
と
り
が
あ
る
様
子
。
自
分
の
生
活
時
間
に
合
わ
せ
て
受
診
す
る
が
、
後
継
者
も
い
な
く
て
、
ま

だ
ま
だ
借
金
を
抱
え
て
い
る
自
分
に
は
マ
イ
ペ
ー
ス
の
人
生
は
程
遠
い
。
人
生
の
黄
昏
時
に
い
る
事
実
か
ら

は
逃
げ
よ
う
も
な
く
、つ
い
つ
い
、こ
ん
な
愚
痴
を
詠
ん
で
み
る
こ
と
に
な
る
。さ
て
、人
生
が
二
度
あ
れ
ば
・・・

宮
崎
県

山やま
村むら
善よし
教のり



平
成
26
年
度 

第
1
回 

医
師
協
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
開
催 

報
告

ブ
ロ
ッ
ク
便
り
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……………………………………………………………………………………………………………………………
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四
国
ブ
ロ
ッ
ク
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高
松
市
医
師
協 

伊
藤
専
務
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
。
髙
畠
副
理
事
長
に
よ
る
歓
迎
挨
拶
の

後
、
全
医
協
連 

小
林
会
長
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、

協
議
事
項
に
入
り
ま
し
た
。

『
協
議
会
』報
告
事
項

①
平
成
25
年
度
の
会
計
報
告

高
松
市
医
師
協 

中
西
よ
り
詳
細
に
つ
い
て
説
明
。

平
成
26
年
5
月
10
日（
土
）午
後
5
時
よ
り
、

高
松
市
医
師
協
同
組
合
当
番
に
よ
り
、
香
川
県

高
松
市「
J
R
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
」に
お

い
て
、
全
医
協
連
よ
り
小
林
会
長
、
岩
田
専
務

理
事
、
喜
多
原
事
務
局
長
他
職
員
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
総
勢
29
名
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

②
福
祉
調
査
研
究
会
か
ら
の
報
告

松
山
市 

佐
伯
調
査
研
究
員
よ
り
、
全
医
協
連

生
保
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
説
明
。

③
購
買
調
査
研
究
会
か
ら
の
報
告

高
知 

窪
内
調
査
研
究
員
よ
り
、
全
医
協
連
平

成
25
年
度
斡
旋
高
・
手
数
料
一
覧
の
報
告
、春

季
J
M
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
経
過
報
告
、
タ
イ

ア
ッ
プ
事
業
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
。

④
全
医
協
連
事
務
局
か
ら
の
報
告

全
医
協
連
よ
り
、
共
済
事
業
の
再
開
に
つ
い

て
、
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス「
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶

楽
部
」運
用
開
始
、
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
事
業

展
開
状
況
に
つ
い
て
説
明
。

『
懇
親
会
』

会
議
終
了
後　

全
員
で
集
合
写
真
を
撮
っ
た

後
、
懇
親
会
会
場
へ
移
動
。

高
松
市
医
師
協 

曽
我
部
理
事
長
の
挨
拶
、次

期
開
催
地 

高
知
医
師
協
の
竹
村
理
事
長
に
よ
る

乾
杯
で
始
ま
り
、
意
見
交
換
。
存
分
に
親
交
を

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

『
親
睦
ゴ
ル
フ
』

前
日
同
様
快
晴
の
元
、「
鮎
滝
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
」で
の
親
睦
ゴ
ル
フ
は
ス
タ
ー
ト
し
、
松
山

市
の
稲
田
裕
先
生
が
優
勝
、
愛
媛
県
の
中
山
恵

二
先
生
が
準
優
勝
と
な
り
、
皆
様
に
は
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。�

（
高
松
市
医
師
協　

小
島
典
子
）

会議風景

親睦ゴルフ
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都
医
協
連
第
46
回
通
常
総
会

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

……………………………

……………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

関
越
ブ
ロ
ッ
ク

5
月
31
日（
土
）、
季
節
外
れ
の
猛
暑
が
全
国

的
に
襲
来
し
た
中
で
、
都
医
協
連
第
46
回
通
常

総
会
が
、
人
形
町
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
46
期
は
、
前
年
度
が
消
費
税
増
税
前
の
駆

け
込
み
需
要
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、購
買
部
門

特
に
不
動
産
部
門（
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
）が
絶
好

調
に
推
移
し
、
大
幅
増
収
・
増
益
と
な
り
好
決
算

で
気
分
的
に
明
る
い
総
会
と
な
っ
て
、全
決
議
事

項
が
ス
ム
ー
ズ
に
審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
中
に
は
、
二
年
に
一
回
の
役
員
選
任

の
件
が
含
ま
れ
て
お
り
、
役
員
改
選
が
お
こ
な

わ
れ
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

第
二
次
岩
田
会
長（
全
医
協
連
専
務
理
事
）体
制

が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
、
各
医
協
役
職
員
、
都
医
協

連
共
栄
会
員
な
ど
総
勢
64
名
が
参
加
し
た
懇
親

会
に
移
り
、
岩
田
新
会
長
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー

ト
に
当
た
っ
て「
都
医
協
連
も
変
革
期
を
迎
え

て
い
る
。
組
織
全
体
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
共

済
な
ど
の
新
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
を
可

能
に
す
る
た
め
、
可
能
な
業
務
を
組
織
横
断
で

集
約
・
効
率
化
を
図
り
た
い
。
将
来
的
に
は
、
現

在
の
関
越
協
議
会
の
組
織
を
発
展
さ
せ
、
ラ
イ

バ
ル
組
合
に
十
分
対
抗
で
き
る
圧
倒
的
な
力
を

持
つ
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
合
会
に
発
展

さ
せ
た
い
。
」と
力
強
く
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
小
林
全
医
協
連
会
長
、
目
々
澤
東
京

都
医
師
会
理
事
、
金
森
都
医
協
連
共
栄
会
会
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
髙
橋
監
事
の
乾
杯
に

よ
っ
て
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

宴
で
は
、
懐
か
し
い
再
会
を
喜
ぶ
方
々
や
、

優
勝
が
か
か
っ
た
早
慶
戦
の
行
方
を
気
に
す
る

参
加
者
、
こ
れ
か
ら
の
医
協
発
展
の
た
め
に
い

か
に
す
べ
き
か
、
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
を
す
る

方
々
で
熱
気
に
溢
れ
る
懇
親
会
と
な
り
、
山
内

副
会
長
に
よ
る
中
締
め
と
な
っ
て
会
場
を
後
に

す
る
参
加
者
も
、
二
次
会
に
銀
座
の
ネ
オ
ン
街

や
甘
酒
横
丁
な
ど
の
名
所
に
次
々
に
連
れ
立
っ

て
、
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

（
都
医
協
連
事
務
局
長　

大
野
信
義
）

通常総会風景

懇親会風景



 ●22

全
医
協
連
の
関
連
団
体
で
あ
る「
一
般
社
団

法
人
J
M
C
厚
生
会
」は
、
平
成
25
年
12
月
12

日
に
関
東
財
務
局
よ
り
認
可
特
定
保
険
業
の
認

可
を
得
ま
し
た
。

販
売
す
る
保
険
商
品
は
、『
生
命
共
済
』と『
休

診
共
済
』の
2
つ
で
す
。

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
商
品
に
つ
い
て

内
容
等
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
．共
済
保
険
復
活
の
経
緯

根
拠
法
の
な
い
共
済
の
加
入
者
を
保
護
す
る

た
め
に
、
平
成
17
年
に
保
険
業
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
医

師
協
同
組
合
連
合
会
の
関
連
団
体
で
あ
る
全
国

医
師
休
診
共
済
会
が
行
っ
て
い
た
共
済
事
業
は
、

平
成
19
年
12
月
27
日（
当
局
か
ら
の
承
認
日
）に

廃
業
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
23
年
5
月
13
日
の
保
険
業
法

再
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年
当
時
に
共
済
事
業

を
行
っ
て
い
た
団
体
等
の
う
ち
一
定
の
要
件
を

満
た
す
も
の
は
行
政
庁
の
認
可
を
得
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
当
時
の
共
済
事
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
17
年
当
時
に
共
済
事
業
を
行

っ
て
い
た
全
国
医
師
休
診
共
済
会
は
、
権
利
能

力
な
き
社
団
で
あ
り
、
法
人
格
が
な
く
一
般
社

団
法
人
で
も
な
い
た
め
、
共
済
事
業
を
復
活
で

き
る
条
件
で
あ
る〝
一
定
の
要
件
〟を
満
た
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
全
国
医

師
協
同
組
合
連
合
会
の
関
連
団
体
で
あ
る
一
般

社
団
法
人
J
M
C
厚
生
会
と
全
国
医
師
休
診
共

済
会
が
同
一
事
業
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
当

局
と
折
衝
し
て
、
2
つ
を
同
一
団
体
と
し
て
認

め
て
頂
き
、
平
成
25
年
12
月
12
日
に
商
品
等
の

正
式
認
可
を
関
東
財
務
局
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
金
融
庁
所
管
の
関
東
財
務
局
か
ら

の
認
可
団
体
は
、
J
M
C
厚
生
会
を
含
め
全
部

で
5
団
体
で
す
。

平
成
26
年
3
月
10
日
に
は
、
保
険
毎
日
新
聞

に
J
M
C
厚
生
会
の
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
る

な
ど
、
保
険
業
界
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
．生
命
共
済

J
M
C
厚
生
会
の『
生
命
共
済
』の
特
徴
は
低

廉
な
保
険
料
で
す
。『
生
命
共
済
』は
公
益
社
団

法
人
日
本
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
会
の
標
準
生
命
表

を
参
考
に
保
険
料
を
算
出
し
ま
し
た
の
で
、
旧

共
済
事
業
の
損
害
率
を
活
用
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
保
険
料
の
内
訳
で
あ

る
純
保
険
料
は
、
一
般
の
保
険
と
そ
れ
程
変
わ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
内
訳
で
あ

る
付
加
保
険
料
、
こ
れ
は
J
M
C
厚
生
会
の
経

費
等
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
極
力
低
く
抑
え

る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
通
販
型（
引
受
基
準

緩
和
型
で
な
い
通
常
契
約
）の
定
期
保
険
並
み

に
低
廉
な
保
険
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
つ
め
の
特
徴
は
、
保
険
加
入
時
の
告
知
の

み
で
ご
加
入
い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。
し
か
も
、

告
知
項
目
の
基
準
は
民
間
生
命
保
険
会
社
の
引

受
基
準
緩
和
型
と
同
等
の
内
容
で
す
。
告
知
項

目
に
該
当
箇
所
が
な
け
れ
ば
、
持
病
の
あ
る
方

で
も
こ
の
保
険
に
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

3
つ
め
に
は
、
加
入
時
の
年
齢
が
75
歳
ま
で

新
規
加
入
可
能
で
あ
り
、
79
歳
ま
で
ご
継
続
い

た
だ
け
る
こ
と
で
す
。
告
知
の
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
告
知
項
目
に
該
当
箇
所
が
無
け
れ
ば
、

ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

3
．休
診
共
済

J
M
C
厚
生
会
の『
休
診
共
済
』は
、民
間
保
険

会
社
の
所
得
補
償
保
険
に
類
似
し
た
商
品
で
す
。

こ
の
商
品
の
大
き
な
特
徴
は
、
旧
共
済
事
業

に
お
い
て
集
約
さ
れ
た
、
約
40
年
間
に
及
ぶ
蓄

積
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
保
険
料
を
算
出
し
た

こ
と
で
す
。

旧
共
済
事
業
で
は
、
損
害
率
が
低
く
、
こ
れ

を
保
険
料
の
算
出
根
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
般
の
保
険
よ
り
も
保
険
料
率
を
低
く
抑
え
、

当
会
独
自
の
保
険
料
と
し
て
、
低
廉
な
保
険
料

を
実
現
し
ま
し
た
。

2
つ
め
の
特
徴
は
、
保
険
加
入
時
の
診
査
は

無
く
、
告
知
の
み
で
ご
加
入
い
た
だ
け
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
告
知
項
目
の
基
準
は
、

民
間
生
命
保
険
会
社
の
引
受
基
準
緩
和
型
と
同

等
の
内
容
で
す
。
告
知
項
目
に
該
当
箇
所
が
な

け
れ
ば
、
持
病
の
あ
る
方
で
も
こ
の
保
険
に
ご

加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

3
つ
め
の
特
徴
は
、
加
入
時
の
年
齢
が
89
歳

ま
で
新
規
加
入
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
告
知
の

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
告
知
項
目
に
該
当
箇
所

が
無
く
、
就
業
さ
れ
て
い
れ
ば
、
ご
加
入
い
た

だ
け
ま
す
。

一般社団法人JMC厚生会の
認可特定保険について

福　祉　部
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保険商品一覧
1 死亡に備える

保険会社名

終身保険

定期保険

健康体割引保険

収入保障保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

アクサ生命保険
ジブラルタ生命保険

NKSJひまわり生命保険

東京海上日動あんしん生命保険

三井住友海上あいおい生命保険

アイエヌジー生命保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
大同生命保険
アイエヌジー生命保険
メットライフ生命保険
NKSJひまわり生命保険

家族収入特約付終身保険
終身保険（引受基準緩和型）
円建保険金額保証特約付新終身保険
終身保険
新特定疾病給付終身保険
積立利率変動型終身保険
終身保険
終身保険
無配当終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
低解約返戻金型終身保険
無選択型終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
5年ごと利差配当付低解約返戻金型終身保険
特定疾病保障終身保険
（無配当）無解約返戻金型定期保険
（無配当）定期保険
（無配当）低解約返戻金型定期保険
低払いもどし金型定期保険
平準定期保険・収入保障保険
平準定期保険（リスク細分型保険料率適用）
定期保険
定期保険
健康体割引特約付定期保険
（無配当）無解約返戻金型収入保障保険
収入保障保険（解約返戻金抑制型）
無解約返戻金型収入保障保険

保険種類

2 就業不能に備える
保険会社名

団体長期障害
所得補償保険

事業主費用担保特約付帯
所得補償保険

所得補償保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

所得補償保険
所得補償保険
所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険

保険種類

3 事故に備える
保険会社名

傷害保険

ゴルファー保険

アイエヌジー生命保険
AIU損害保険
東京海上日動火災保険

あいおいニッセイ同和損害保険

三井住友海上火災保険
東京海上日動火災保険
損害保険ジャパン

（無配当）長期傷害保険㈵型
傷害保険
傷害保険
傷害保険
骨折等担保特約付傷害保険
傷害保険
ゴルファー保険
ゴルファー保険

保険種類

保険会社名

生活習慣病保険
生活障害保障

ガン保険

医療保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
三井住友海上あいおい生命保険
AIU損害保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
アイエヌジー生命保険
メットライフ生命保険
アクサ生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
NKSJひまわり生命保険
メットライフ生命保険
アクサ生命保険

終身医療保険
新医療保険
新終身医療保険
終身医療保険（生存還付給付金付）
医療保険
終身医療保険
医療保険
新医療保険
医療保険
医療保険
医療保険
傷害疾病保険
（無配当）ガン保険
ガン保険
ガン保険
がん治療支援保険
ガン保険
ガン保険
ガン保険
生活習慣病保険
生活障害保障型定期保険

保険種類

4 病気・ケガに備える

5 貯蓄と保障を求める
保険会社名

養老保険
生存保険
ユニット・リンク保険

プルデンシャル生命保険
メットライフ生命保険
アクサ生命保険

積立利率変動型年金支払型特殊養老保険
生存保障保険
ユニット・リンク保険

保険種類

66 老後に備える
保険会社名 保険種類

年金保険
朝日生命保険 新個人年金保険
プルデンシャルジブラルタファイナンシャル生命保険 拠出型企業年金

保険会社名 保険種類

7 介護に備える
保険会社名

介護保険 メットライフ生命保険 日常生活動作障害保障保険

保険種類

8 ライフプランの変更に対応する
保険会社名

貯蓄・保障分離型保険
朝日生命保険
明治安田生命保険

利率変動積立型終身保険
3年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険

保険種類

保険会社名

個人情報漏洩保険
AIU損害保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

業務過誤賠償責任保険
業務過誤賠償責任保険
賠償責任保険

9 情報漏洩の事故に備える
保険種類

保険会社名

統合型保険 損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

傷害総合保険（パンダ君）（夫婦ペア）（JMCプラン）
フルガード保険

保険種類

10 広範囲のリスクに対応する
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全医協連取扱い
1 死亡に備える

保険会社名

終身保険

定期保険

健康体割引保険

収入保障保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

アクサ生命保険
ジブラルタ生命保険

NKSJひまわり生命保険

東京海上日動あんしん生命保険

三井住友海上あいおい生命保険

アイエヌジー生命保険

アクサ生命保険

メットライフ生命保険

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
大同生命保険
アイエヌジー生命保険
メットライフ生命保険
NKSJひまわり生命保険

家族収入特約付終身保険
終身保険（引受基準緩和型）
円建保険金額保証特約付新終身保険
終身保険
新特定疾病給付終身保険
積立利率変動型終身保険
終身保険
終身保険
無配当終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
低解約返戻金型終身保険
無選択型終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
5年ごと利差配当付低解約返戻金型終身保険
特定疾病保障終身保険
（無配当）無解約返戻金型定期保険
（無配当）定期保険
（無配当）低解約返戻金型定期保険
低払いもどし金型定期保険
平準定期保険・収入保障保険
平準定期保険（リスク細分型保険料率適用）
定期保険
定期保険
健康体割引特約付定期保険
（無配当）無解約返戻金型収入保障保険
収入保障保険（解約返戻金抑制型）
無解約返戻金型収入保障保険

保険種類

2 就業不能に備える
保険会社名

団体長期障害
所得補償保険

事業主費用担保特約付帯
所得補償保険

所得補償保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

所得補償保険
所得補償保険
所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険

保険種類

3 事故に備える
保険会社名

傷害保険

ゴルファー保険

アイエヌジー生命保険
AIU損害保険
東京海上日動火災保険

あいおいニッセイ同和損害保険

三井住友海上火災保険
東京海上日動火災保険
損害保険ジャパン

（無配当）長期傷害保険㈵型
傷害保険
傷害保険
傷害保険
骨折等担保特約付傷害保険
傷害保険
ゴルファー保険
ゴルファー保険

保険種類
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

購  買　部
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

除痛困難な

急性腰痛・ヘルニア・狭窄症急性腰痛・ヘルニア・狭窄症
（分離症・すべり症・変形性腰痛症・坐骨神経痛等）

の治療に効果を発揮します

腰部低減圧腰痛治療器　プロテックMD

急性腰痛に対する腰痛治療器『プロテックMD』の効果

クラスⅠ　特定保守
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

※本年10月から、順次新しい測定器へ変更を予定しています。詳細は別途ご案内させて頂きます。

※TLDバッジ紛失の場合は実費精算（￥12,000）となります。



29● JMC NEWS（全医協連ニュース）― No.133
尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

小さいサイズも、大きいサイズも
【最高品質のモバイル端末】は、これだけ!!

●一般的な用途であれば
　インターネット、メール、メモなどの機能が
　簡単に使えます。
●医療用途、ご趣味の用途であれば
　約27万のアプリケーションから、
　お好きな物を有料または
　無料でダウンロード出来ます。

モバイル端末の取扱有無、価格・容量などの条件は、
所属の医師協にお問い合せ下さい。

使えば
　分かる！！

最新機種は
圧倒的な高解像度ディスプレイ、最新のチップ＆プロセッサー搭載により更に美しく・更に高速に！！
※最大10時間も稼働するバッテリーを内蔵し、時間を気にする事なくご利用可能。

正に【空気】のごとく究極の軽さを実現！！ 新たに高解像度ディスプレイを搭載！！

・機能はそのままで、
ダウンサイジング。

・9.7インチディスプレ
イで、大迫力の画像
映像が楽しめます。

・今まで通りのミニサイズで、最高
品質を実現。

・軽く、片手で持てる7.9インチディ
スプレイ。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

高額な医学書を始めとして、一般書（単行本、文庫本）も
特別価格でご提供しています。
是非とも本サービスのご利用を
ご検討お願い致します。

《組合員特別価格》が
  適用されます!!

各WEBサイトでの販売価格よりも、断然
お得です。販売価格は、所属の医師協に
お問い合せ下さい。

※医師協が実施する書籍事業の内、本サービスは送料無料となり
ます。同様の書籍サービスは条件が相違しますので、ご注意を
お願いします。詳細は、所属の医師協にお問い合せ下さい。

その1
《送料無料》です!!

ご注文金額に関わらず送料はかかりません。

その2

医師協同組合だから出来る
【書籍の販売サービス】は
ご存知ですか?

書籍販売サービスの2大特典

「書籍販売サービス」のご案内
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

売れ筋医学書のご案内

☆購入価格：組合員特別価格が適用されます。所属の医師協にお問い合せをお願いします。
☆ご注文方法：右記又は所属の医師協にお願いします。

今日の診療プレミアム Vol.24
DVD-ROM for Windows

DVD-ROM版　2014年5月刊行　価格：本体78,000円＋税　JAN4580492610025

●医療従事者のためのプレミアム版
医療現場の定番。医学書院のベストセラー14冊
をあなたのデスクトップに
最新の研究成果に基づく最も効果的な治療法
の情報を簡単に検索できます。

●最新版14冊を収録
今日の治療指針2014年版（改訂）
今日の治療指針2013年版
今日の診断指針 第6版
今日の整形外科治療指針 第6版
今日の小児治療指針 第15版
今日の救急治療指針 第2版
臨床検査データブック2013-2014
治療薬マニュアル2014年版
今日の皮膚疾患治療指針 第4版
今日の精神疾患治療指針
新臨床内科学 第9版
内科診断学 第2版
急性中毒疾患レジデントマニュアル 第2版
医学書院 医学大辞典 第2版

●「今日の診療」のスマートデバイス閲覧権をプレゼント
【ご注意】 ※「今日の診療ベーシック Vol.24」には、スマートデバイス閲覧権は付与されません。
 ※閲覧できる期間は、お申し込み後1年間です。お申し込みは、2015年4月末にて締め切らせていただきます。
 ※スマートデバイスは、インターネットに常時接続する必要があります。
 ※スマートデバイスの動作環境 
 　iOS（4.3以降）端末：iPhone（4以降）、iPad、iPod touch（第4世代以降）
 　Android端末：Android2.3以降搭載のスマートフォン、3.2以降搭載のタブレット
 　別途Medical e-Shelf（MeS）アプリ（無料）のインストールが必要です。

●電子ジャーナルサービス「MedicalFinder」の検索が可能
「今日の診療」に入力した検索語を使って、電子ジャーナルサービス「MedicalFinder」を検索できます。
医学書院から発行されている全雑誌を対象に検索を行うこともできます。
*インターネット接続環境が必要です。また、全文の閲覧には別途料金がかかる場合がございます。

・インターネット時代に対応したユーザーインターフェイス。
・オンラインユーザー登録でハードディスクにすべてのデータを格納可能。
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商品のご案内
属の医師協にお願いします）

様々な用途で利用されているトナーは、使用頻度が多く消耗品の中でも高額で、
ほぼ定価購入が一般的。

そのようなご意見を解決すべく、医師協ではリコー、キャノン、富士通など国内大手メーカーの
純正トナーを安価にご提供しています。

リコー
（タイプ８５A， ８５B）

キャノン
（EP-３２， EP-KS）

富士通
（LB３１１A， ３１１B）

プリンター純正トナーのご用命は所属の医師協へどうぞ。

※複合機など、一部特定の商品は
　ご対応出来ない場合もあります。 是非、お手元のトナーメーカー、型番を所属の医師協にお知らせ下さい！

取扱い品一例

リコー、キャノン、他
プリンター純正トナーのご用命は所属の医師協へどうぞ。

所属の

ディンフコンエアゾール
【開発元】
【製品名】

【注意点】 1. 抗菌加工がしてある製品（便器の台座など）は変色する事があります。
2. 防水加工がしてあるマスクなどは撥水してしまう場合があります。
3. 抗菌コーティング剤は水溶性の液体です。油分が付着している所では液が弾かれてう
まくコーティング出来ません。付着している汚れを除去して噴霧して下さい。

4. スプレーされる場合はあらかじめ試し吹きをされてからご使用ください。

￥2,860（税別）
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

“ホスピタルアート”の一例として
医療の現場に癒しの空間を─

福岡市中央区の佐田病院（佐田正之
院長、180床）が手術室の増改築（3室か
ら5室）をされました。新設した2室には機
能性、安全性、そして斬新なデザインコン
セプトに定評のあるマッケジャパンの
VARIOP（バリオペ）という手術システムが
導入されています。水面や花を壁一面に
あしらい術場内へ太陽光を取り入れること
で、従来の手術室にありがちな無機質な
デザインを一新、閉塞感を打破し、上質で
柔らかな雰囲気が創り出されています。患
者様にとっても医師・看護師にとっても「安

全・快適で心身共にリラックスして手術に
臨める」空間となっています。
広さは共に1室40平方メートル弱で、腹

腔鏡下胆嚢摘出術を始めとする内視鏡
下手術や日帰り手術など、主に外科手術
を行っている部屋の壁面にはホワイトポピー
の花の写真が、椎間板ヘルニアなど主に
整形外科手術が行われている部屋には
海のさざなみの写真が印刷されています。

治療する空間に癒しが生じたときに、人は元気になられるのではないでしょうか。
現在、ホスピタルアートは全国の病・医院でも数多く取り組んでおられます。
絵画に限らず照明・音楽・オブジェ等を用いて、院内の無機質な空間を少しでも自然環境（日常
環境）に近づけ、患者様の不安を少しでも軽減しようと様々な努力をなされているようです。このよう
な取り組みは始まったばかりですが、今後の効果が期待されます。

全医協連購買部ではホスピタルアートへの取り組みとして
今心工房のシルクレ作品をご紹介いたします。
詳細は全医協連ホームページのバナーをご覧ください。



ラフォーレ倶楽部
伊東温泉 湯の庭

ラフォーレ倶楽部
箱根強羅 湯の棲

0224-34-1489

0287-76-3489

0558-74-5489 0557-32-5489

0460-86-1489

0267-44-4489

0555-65-8489

0261-75-5489

077-584-3489

0739-82-1489

LAFORET

この度、全国医師協同組合連合会（以下、「全医協連」）と各医師協同組合では、先生とご家族の
皆様が共通でご利用できる福利厚生サービス【ラフォーレ倶楽部】をご紹介させて頂く事となりました。
【ラフォーレ倶楽部】は、日本全国にホテルやゴルフ場などの各施設を保有、展開する会員制クラブで
あり、先生とご家族の皆様はこれら施設を会員価格でご利用頂けます。プライベートに、お仕事に、
是非とも【ラフォーレ倶楽部】をご利用いただきますよう宜しくお願い申し上げます。
ご利用の際は、各施設へ直接【WEB】または【電話】で予約をお願いします。
尚、JMCニュースNo.132号で夏休み、お盆などトップシーズンのご予約方法をご案内させて頂きま
した。
既に一部施設（箱根強羅・中軽井沢・南紀白浜）の予約受付は終了していますが、日によっては空きが
ある場合もありますので、各施設にお問い合せ下さい。

福利厚生サービス

【ラフォーレ倶楽部】のご紹介！！

以下の直営施設以外にも、全国約80の提携施設、生活サポート・スポー
ツカルチャー等約50アイテムの提携サービスが特別料金でご利用頂け
ます。詳細は以下のURLを参照して下さい。
http://plus.laforet.co.jp/benefit/hotel/index.html
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【ラフォーレ倶楽部】  直営施設等のご予約ご利用方法はこちらです。

各ホテル・ゴルフ場へ電話1

0287-76-3489
ラフォーレ那須

各ホテル・ゴルフ場の担当者と相談しながらご予約いただけます。電話

リゾートホテル

0224-34-1489

ラフォーレ蔵王

0460-86-1489
箱根強羅 湯の棲
ラフォーレ倶楽部

0557-32-5489
伊東温泉 湯の庭
ラフォーレ倶楽部

0558-74-5489
ラフォーレ修善寺
総合リゾートホテル

0555-65-8489
ラフォーレ山中湖
リゾートホテル

0267-44-4489
ホテル中軽井沢
ラフォーレ倶楽部

077-584-3489
ラフォーレ琵琶湖
総合リゾートホテル

0261-75-5489
ホテル白馬八方
ラフォーレ倶楽部

0739-82-1489
ラフォーレ南紀白浜
リゾートホテル

03-5488-3939
東京マリオットホテル
優待施設 優待施設

06-6350-4441
ホテルラフォーレ新大阪

0558-74-5489 0479-86-6400
ラフォーレ＆松尾ゴルフ倶楽部
優待ゴルフ場

リゾート＆スパ

ラフォーレ修善寺＆
カントリークラブ

ご予約成立2
「予約No.」と「キャンセル料発生日」をお控えください。 先生が所属の各医師協同組合が発行する「組合員証・仮組合員証・カード等」をフロントに

ご持参して下さい。尚、ご不明な点は各医師協または全医協連（03-3562-4333）までお問
い合せ下さい。

ご利用当日3

ご利用当日4
先生が所属の各医師協同組合が発行する「組合員
証・仮組合員証・カード等」をフロントにご持参して下
さい。尚、ご不明な点は各医師協または全医協連
（03-3562-4333）までお問い合せ下さい。

❶ラフォーレプラスの「インター
ネット予約利用者新規登録」をク
リック

❷［法人会員No.20376］［法人
パスワード20376cc］を入力し、
［次の画面へ］をクリック
尚、No.とパスワードの管理は、
充分ご注意下さい。

❸必要事項を入力し、「登録をす
る」をクリック。入力したメールアド
レスに「登録完了通知」が届いた
ら、登録完了となります。
尚、所属欄には「所属の医師協
同組合名」をご記入下さい。

「予約はこちら」より、ご希望のホテル・ご利用日など
を選択して宿泊プランを検索し、ご予約ください。
※「おすすめホテルプラン」からもご予約いただけます。

ラフォーレプラスにアクセス1

ご予約3

ご利用者登録2
http://plus.laforet.co.jp ラフォーレプラス 検索

空室状況を見ながら簡単にご予約いただけます。ＷＥＢ

（一部施設のプラン、料金など、次ページを参照下さい。）

［法人会員名　全医協連］と［所属の医師協同組合名］、お名前、電話番号、ご利用日・ご利用人数などをお伝えください。

初めてインターネット予約をされる際に、利用者登録が必要となります。

※予約受付開始日は〔ご利用月の4ヶ月前の1日から可能〕
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ラフォーレ倶楽部　2014年度年末年始予約方法のご案内
※通常の予約方法とは異なりますので、ご注意をお願いします。

対象期間 ＜宿　泊＞ 2014年12月28日（日）〜2015年1月3日（土）泊
＜ゴルフ＞ 2014年12月28日（日）〜2015年1月4日（日）プレイ

受付方法 那須・箱根強羅・伊東・修善寺・山中湖・白馬八方・南紀白浜
【エントリー受付】 ＜利用対象期間＞ 2014年12月31日（水）〜2015年1月2日（金）泊
 ＜受付期間＞ 2014年9月1日（月）10:00〜9月12日（金）13:00
 ＜申込方法＞ 専用ホームページより申込（　　　　　　）　※電話での受付は行いません。
 ＜回答方法＞
 ・エントリー締切後、抽選のうえ、ご予約の可否を9月30日（火）までに回答
 ・エントリー抽選後、空きがある場合は、10月1日（水）9:00より通常方法にて二次受付
蔵王・中軽井沢・琵琶湖および上記施設のエントリー受付対象以外の期間とゴルフの全期間

【通常受付】 宿泊・ゴルフともに通常方法にて受付いたします。
 ・12月利用分（12月31日は除く）は2014年8月1日（金）9:00より通常方法にて受付
 ・12月31日および1月利用分は2014年9月1日（月）9:00より通常方法にて受付

各設定日 ＜キャンセル料 発生日＞
・2014年12月31日（水）〜2015年1月2日（金）利用のご予約については、2014年12月12日（金）17:00より
・上記以外のご予約については、ご利用日の前週同曜日17:00より
※ただし、発生日が土曜、休日の場合は前平日の17:00より

ラフォーレプラス 検索
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5.ダイニング「旬菜蔵」では一面に広がる窓から箱根の絶景を望みます。 
6.「和-なごみ-Fusion」の夕食はワインとの相性も抜群。気取らずお箸でどうぞ。

1・2.露天風呂を設えるプレミアルーム。8 月16 日には「箱根大文字焼」を眺めながら贅沢な湯浴み
を。 3.囲炉裏を囲むロビーラウンジ。 4.檜の香り漂う露天風呂「白花の湯」。

1. 5種類の踏み石が敷き詰められた足湯テラス。2.お風呂上がりはラウンジで一息。 3・4.お
食事処「四季彩」は、新鮮な海の幸とかまどでふっくらと炊き上げたごはんが自慢。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320 0460-86-1489
レストラン／温泉／ドッグルーム

清涼の夏 湯上がりなごみプラン

期　間 7 月1日～ 8月31日泊 ※8/9～16 泊を除く。
料　金 1 泊 2 食＋ご当地サイダー付／プレミアルーム（露天風呂付）泊

大人 19,600 ～ 23,150 円
※スタンダードルーム泊およびお子様の料金はお問合せください。

清らかな風が吹く、箱根強羅の閑静な湯宿でくつろぎのひとときを。
湯上がりはキンキンに冷えたご当地サイダーで喉をうるおしてください。

伊豆・箱根エリアに誕生した3つの宿が、ワンランク上の上質をテーマとした新スタイル『和 -なごみ-』として生まれ変わりました。

思わず籠りたくなるような癒しの湯に洗練された空間、そして心に残るおもてなしで、心なごむひとときをお約束いたします。
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に
、

全
身
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ラフォーレ倶楽部

箱根強羅  湯の棲
すみか

施 設 概 要

1泊朝食付 スタンダードルーム 会員7,130円～（一般 20,380円～）
 プレミアルーム（露天風呂付） 会員9,530円～（一般 27,380円～）

2014年度料金

レストラン／温泉／足湯テラス施 設 概 要

1泊朝食付 会員 6,210円～（一般 8,727円～）
1泊2食付 会員 10,960円～（一般 13,477円～）

2014年度料金

ご宿泊 会員 7,150円～（一般 9,800円～）
1泊朝食付 会員 9,210円～（一般 11,860円～）

2014年度料金

2014年
4月18日
誕生

静岡県伊東市猪戸2-3-1 0557-32-5489

ラフォーレ倶楽部

伊東温泉  湯の庭

リニューアル 1 周年記念プラン

期　間 7 月1日～ 8月31日泊
※8/9～16 泊を除く。

特　典 ゆっくりチェックアウト11:00

料　金 1 泊 2 食＋手ぬぐいたおる＋
鯵のたたき付／スタンダードルーム泊
大人 14,100 ～ 15,300 円

※お子様の料金はお問合せください。

「伊東温泉 湯の庭」オープン 1周年を記念した特別プラン。ご夕食には「鯵のたた
き」をご用意いたします。脂がのった鯵を丁寧にたたいた人気の一品をぜひ。

和
の
ぬ
く
も
り
に

心
お
ち
つ
く
宿
で

温
泉
三
昧
の
休
日
を

　
東
京
か
ら
電
車
で
２
時
間
、人
気
の
温
泉
地
・
伊
東
の
街

に
昨
年
の
夏
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。宿
一
番
の
こ
だ
わ
り

は
中
庭
に
新
設
し
た
足
湯
テ
ラ
ス
で
、湧
き
出
す
湯
が
奏
で

る
心
地
よ
い
湯
音
と
、季
節
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
る
ほ
ど
よ

い
湯
加
減
に
、
何
と
も
言
え
な
い
ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
持
ち

に
。こ
の
他
、露
天
風
呂
と
大
浴
場
、３
室
の
貸
切
風
呂
、そ

し
て
和
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
湯
上
が
り
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
、宿

に
着
い
た
瞬
間
か
ら
、
そ
し
て
宿
を
出
る
そ
の
時
ま
で
、
好

き
な
だ
け
伊
東
の
湯
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
楽
し
み
の
夕
食
は
、
伊
豆
山
海
の
幸
を
贅
沢
に
盛
り

込
ん
だ
和
会
席
。静
岡
県
産
の
地
酒
と
と
も
に
、美
食
に
酔

い
し
れ
る
ひ
と
と
き
を
。

静岡県伊豆市大平1529 0558-72-8003 ［山紫水明専用］

ラフォーレ修善寺

山紫水明

山紫水明「夏きらり」

期　間 6 月1日～ 8月31日
料　金 1 泊 2 食付／山紫水明泊（1室 2～ 5名様利用時）

大人 18,710 ～ 32,960 円

※お子様の料金はお問合せください。

ご夕食には伊豆の食材を贅沢に使い、山川の美しい風景「山紫
水明」を表現したお料理をご用意いたします。

ま
る
で
別
荘
の
よ
う―

富
士
山
を
望
む
贅
沢
な
湯
宿

1.富士山を望むテラスで贅沢な湯浴みを。 2.寝室には国内外の高級ホテルでも使われている「サータ」のベッ
ドを完備。 3.モダンなインテリアが並ぶ畳のお部屋。 4.ご夕食には地場産の食材を贅沢に使った一皿を。

　
２
０
１
２
年
夏
に
ラ
フ
ォ
ー
レ
修
善
寺
内
に
誕
生
し
た

山
紫
水
明
は
、ま
る
で
別
荘
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
が

漂
う
特
別
な
空
間
。24
時
間
、そ
の
部
屋
を
訪
れ
た
自
分
の

た
め
だ
け
に
絶
え
間
な
く
注
が
れ
る
湯
、
眼
前
に
広
が
る

富
士
山
の
大
パ
ノ
ラ
マ
、
そ
し
て
木
の
ぬ
く
も
り
と
モ
ダ
ン

な
イ
ン
テ
リ
ア
が
醸
し
出
す
心
地
よ
い
高
級
感
に
、心
と
体

の
す
み
ず
み
ま
で
充
足
感
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
ご
夕
食
は
和
食
か
イ
タ
リ
ア
ン
、も
し
く
は
フ
レ
ン
チ
を

お
好
み
で
。料
理
長
の
技
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
珠
玉
の
逸
品
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

※

イ
タ
リ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
は
日
程
に
よ
り
ご
用
意
の
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※施設概要はラフォーレ修善寺のページ（P14）をご覧ください。
※2棟目については詳細が決まり次第ご案内いたします。

特　典 【6/1～7/18 の平日限定】
2名様利用時 大人 18,710 円（通常 25,860 円）

1ランク上の特選ホテル（伊豆、箱根エリア）
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。
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コ
ン
セ
プ
ト
は〝
和
〞と〝
モ
ダ
ン
〞

箱
根
に
誕
生
し
た
大
人
を
癒
す
く
つ
ろ
ぎ
の
宿

5.ダイニング「旬菜蔵」では一面に広がる窓から箱根の絶景を望みます。 
6.「和-なごみ-Fusion」の夕食はワインとの相性も抜群。気取らずお箸でどうぞ。

1・2.露天風呂を設えるプレミアルーム。8 月16 日には「箱根大文字焼」を眺めながら贅沢な湯浴み
を。 3.囲炉裏を囲むロビーラウンジ。 4.檜の香り漂う露天風呂「白花の湯」。

1. 5種類の踏み石が敷き詰められた足湯テラス。2.お風呂上がりはラウンジで一息。 3・4.お
食事処「四季彩」は、新鮮な海の幸とかまどでふっくらと炊き上げたごはんが自慢。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320 0460-86-1489
レストラン／温泉／ドッグルーム

清涼の夏 湯上がりなごみプラン

期　間 7 月1日～ 8月31日泊 ※8/9～16 泊を除く。
料　金 1 泊 2 食＋ご当地サイダー付／プレミアルーム（露天風呂付）泊

大人 19,600 ～ 23,150 円
※スタンダードルーム泊およびお子様の料金はお問合せください。

清らかな風が吹く、箱根強羅の閑静な湯宿でくつろぎのひとときを。
湯上がりはキンキンに冷えたご当地サイダーで喉をうるおしてください。

伊豆・箱根エリアに誕生した3つの宿が、ワンランク上の上質をテーマとした新スタイル『和 -なごみ-』として生まれ変わりました。

思わず籠りたくなるような癒しの湯に洗練された空間、そして心に残るおもてなしで、心なごむひとときをお約束いたします。

　
箱
根
湯
本
の
駅
か
ら
登
山
鉄
道
と
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
乗

り
継
ぎ
中
強
羅
へ
。こ
こ
は
箱
根
外
輪
山
と
豊
か
な
自
然

に
包
ま
れ
た
、
箱
根
の
中
で
も
と
り
わ
け
閑
静
な
エ
リ
ア
。

２
０
１
４
年
４
月
18
日
、
こ
の
地
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
の
が「
箱
根
強
羅 

湯
の
棲
」で
す
。

　
宿
に
入
っ
た
ら
ま
ず
は
履
物
を
脱
い
で
。全
館
が
板
や

畳
張
り
に
な
っ
て
お
り
、「
自
宅
と
同
様
に
自
然
体
で
く
つ

ろ
い
で
欲
し
い
」
と
い
う
宿
か
ら
の
お
も
て
な
し
の
ひ
と
つ

で
す
。お
部
屋
は
く
つ
ろ
ぎ
と
洗
練
に
心
な
ご
む
「
和
モ
ダ

ン
」の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
た
全
44
室
。約
半
数
は
温
泉
露

天
風
呂
付
で
、愛
犬
と
の
滞
在
が
可
能
な
お
部
屋
も
。箱
根

の
澄
ん
だ
空
気
を
味
わ
い
な
が
ら
、テ
ラ
ス
で
く
つ
ろ
ぎ
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
食
事
は
箱
根
外
輪
山
を
望
む
開
放
感
あ
る
ダ
イ
ニ
ン

グ「
旬
菜
蔵（
し
ゅ
ん
さ
い
く
ら
）」に
て
。店
内
に
は
オ
ー
プ

ン
キ
ッ
チ
ン
と
か
ま
ど
が
設
え
ら
れ
、ラ
イ
ブ
感
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
空
間
で
い
た
だ
け
る
の
は
、
和
食
に
洋

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
た「
和-

な
ご
み-Fusion

」の
夕
食

と
、10
種
以
上
の
野
菜
と
麹
・
味
噌
な
ど
、日
本
古
来
の
発

酵
食
品
を
盛
り
込
ん
だ
朝
食
。プ
ロ
の
技
の
中
に
ぬ
く
も

り
を
感
じ
る
お
料
理
の
数
々
が
並
び
ま
す
。

　
箱
根
の
絶
景
と
和
モ
ダ
ン
の
洗
練
さ
れ
た
空
間
、
そ
し

て
至
る
と
こ
ろ
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
お
も
て
な
し
の
心
に
、

全
身
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ラフォーレ倶楽部

箱根強羅  湯の棲
すみか

施 設 概 要

1泊朝食付 スタンダードルーム 会員7,130円～（一般 20,380円～）
 プレミアルーム（露天風呂付） 会員9,530円～（一般 27,380円～）

2014年度料金

レストラン／温泉／足湯テラス施 設 概 要

1泊朝食付 会員 6,210円～（一般 8,727円～）
1泊2食付 会員 10,960円～（一般 13,477円～）

2014年度料金

ご宿泊 会員 7,150円～（一般 9,800円～）
1泊朝食付 会員 9,210円～（一般 11,860円～）

2014年度料金

2014年
4月18日
誕生

静岡県伊東市猪戸2-3-1 0557-32-5489

ラフォーレ倶楽部

伊東温泉  湯の庭

リニューアル 1 周年記念プラン

期　間 7 月1日～ 8月31日泊
※8/9～16 泊を除く。

特　典 ゆっくりチェックアウト11:00

料　金 1 泊 2 食＋手ぬぐいたおる＋
鯵のたたき付／スタンダードルーム泊
大人 14,100 ～ 15,300 円

※お子様の料金はお問合せください。

「伊東温泉 湯の庭」オープン 1周年を記念した特別プラン。ご夕食には「鯵のたた
き」をご用意いたします。脂がのった鯵を丁寧にたたいた人気の一品をぜひ。

和
の
ぬ
く
も
り
に

心
お
ち
つ
く
宿
で

温
泉
三
昧
の
休
日
を

　
東
京
か
ら
電
車
で
２
時
間
、人
気
の
温
泉
地
・
伊
東
の
街

に
昨
年
の
夏
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。宿
一
番
の
こ
だ
わ
り

は
中
庭
に
新
設
し
た
足
湯
テ
ラ
ス
で
、湧
き
出
す
湯
が
奏
で

る
心
地
よ
い
湯
音
と
、季
節
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
る
ほ
ど
よ

い
湯
加
減
に
、
何
と
も
言
え
な
い
ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
持
ち

に
。こ
の
他
、露
天
風
呂
と
大
浴
場
、３
室
の
貸
切
風
呂
、そ

し
て
和
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
湯
上
が
り
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
、宿

に
着
い
た
瞬
間
か
ら
、
そ
し
て
宿
を
出
る
そ
の
時
ま
で
、
好

き
な
だ
け
伊
東
の
湯
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
楽
し
み
の
夕
食
は
、
伊
豆
山
海
の
幸
を
贅
沢
に
盛
り

込
ん
だ
和
会
席
。静
岡
県
産
の
地
酒
と
と
も
に
、美
食
に
酔

い
し
れ
る
ひ
と
と
き
を
。

静岡県伊豆市大平1529 0558-72-8003 ［山紫水明専用］

ラフォーレ修善寺

山紫水明

山紫水明「夏きらり」

期　間 6 月1日～ 8月31日
料　金 1 泊 2 食付／山紫水明泊（1室 2～ 5名様利用時）

大人 18,710 ～ 32,960 円

※お子様の料金はお問合せください。

ご夕食には伊豆の食材を贅沢に使い、山川の美しい風景「山紫
水明」を表現したお料理をご用意いたします。

ま
る
で
別
荘
の
よ
う―

富
士
山
を
望
む
贅
沢
な
湯
宿

1.富士山を望むテラスで贅沢な湯浴みを。 2.寝室には国内外の高級ホテルでも使われている「サータ」のベッ
ドを完備。 3.モダンなインテリアが並ぶ畳のお部屋。 4.ご夕食には地場産の食材を贅沢に使った一皿を。

　
２
０
１
２
年
夏
に
ラ
フ
ォ
ー
レ
修
善
寺
内
に
誕
生
し
た

山
紫
水
明
は
、ま
る
で
別
荘
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
感
が

漂
う
特
別
な
空
間
。24
時
間
、そ
の
部
屋
を
訪
れ
た
自
分
の

た
め
だ
け
に
絶
え
間
な
く
注
が
れ
る
湯
、
眼
前
に
広
が
る

富
士
山
の
大
パ
ノ
ラ
マ
、
そ
し
て
木
の
ぬ
く
も
り
と
モ
ダ
ン

な
イ
ン
テ
リ
ア
が
醸
し
出
す
心
地
よ
い
高
級
感
に
、心
と
体

の
す
み
ず
み
ま
で
充
足
感
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
ご
夕
食
は
和
食
か
イ
タ
リ
ア
ン
、も
し
く
は
フ
レ
ン
チ
を

お
好
み
で
。料
理
長
の
技
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
珠
玉
の
逸
品
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

※

イ
タ
リ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
は
日
程
に
よ
り
ご
用
意
の
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

※施設概要はラフォーレ修善寺のページ（P14）をご覧ください。
※2棟目については詳細が決まり次第ご案内いたします。

特　典 【6/1～7/18 の平日限定】
2名様利用時 大人 18,710 円（通常 25,860 円）
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※ご夕食のアップグレードも承ります。（大人のみ） ※部屋タイプはホテルお任せとなります。 山遊びチケットみやぎ蔵王高原ロープウェー往復乗車券・ニジマス釣り・ゴーカート遊び ほか

※セット対象外の方は通常料金にて承ります。（大人13,300円～ お子様9,500円～） ※花火は全
員で１組となります。 ※ご夕食は8/9～16はブッフェ、その他の期間は和食となります。

特 典 お子様のお部屋代相当額が無料

8/1～24泊期 間

32,000～37,900円大人2名+お子様１名

1泊2食＋山遊びチケット＋手持ち花火付／
スタンダードルーム泊

料 金

蔵王の自然でとことん遊べる、大人2名・お子様1
名のセットプラン。通常より4,000円以上お得で、
ご家族での夏の旅行にぴったりです。

9,000～9,500円大 人

6,500～7,000円お子様

1泊2食付料 金

7/21～31、8/24～9/30泊
※9/13・14泊を除く。

期 間

夏休み、すぐに遊びにでかけたいキッズや、お休み
を取り損ねてしまった方におすすめ。お得な2食付
プランで、早め＆遅めの夏休みをエンジョイ！

室数
限定 早得＆遅得 夏休みプラン 室数

限定 山遊びチケット付ファミリープラン

ラフォーレ蔵王
リゾート＆スパ

養分が豊富な火山灰の大地と蔵王の清水で野菜を栽培する農園で
農業体験。土にまみれながら、野菜の育て方や種のまき方を学びま
しょう。別の畑では野菜の収穫体験も。とうもろこしやトマトなど、
収穫した野菜はその場で食べることも、持ち帰ることもできます。

わくわくファーム 野菜収穫体験

宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉七日原2-1

0224-34-1489

レストラン／温泉／スパ
施設概要

2014年度料金
ご宿泊 会員 4,150円～（一般 6,425円～）
1泊朝食付 会員 6,210円～（一般 8,485円～）

ホテルより車で約30分

▲青く澄んだ湖面に不忘山の山影を映しだす神秘的な長老湖。散策や夏
のボート遊びなど、楽しみ方も多彩です。

8/1～31期 間

ラフォーレ蔵王リゾート＆スパ 0224-34-1489お問合せ

蔵王わくわくファーム企画提供

料 金 農業体験（蔵王天然水500ml付）1名様600円
夏野菜収穫体験 1袋1,000円～

蔵王連峰の雪解け水が流れる清流・つばの沢で、
ガイドと一緒に沢遊び。動植物の生態を学びなが
ら遊んだ後は、つかみ取りにしたニジマスを塩焼
きにして、その場で豪快に食べましょう。

ガイド付沢遊び＆川魚のつかみ取り

8/1・5・6・8期 間

ラフォーレ蔵王リゾート＆スパ 0224-34-1489お問合せ

ことりはうす企画提供

料 金 1名様500円
※小学3年生以下は保護者同伴

大自然に囲まれたホテル敷地内の遊歩道には、カ
ブトムシやクワガタムシがたくさんいます。ペットボ
トルで作ったわなをしかけて昆虫を捕まえてみまし
ょう。夏の自由研究にもおすすめです。

ペットボトルトラップを作ろう！

料 金 1名様500円（飼育ケース付）
7/21～8/31期 間

ラフォーレ蔵王リゾート＆スパ 0224-34-1489お問合せ

自然と遊ぼう
！ 夏のアクティビティ

夏のおすすめプラン＆アクティビティラフォーレ

【アクティビティに関して】※内容は天候・天災により変更・中止となる場合がございます。※事前予約制のものがあります。

この時期お勧めの避暑地リゾートホテル（宮城蔵王、中軽井沢、白馬）

 ●38
尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。



スタンダードルーム（和洋室） 白馬美術館 音楽堂

レストラン／温泉／美術館／教会施設概要

0261-75-5489
長野県北安曇郡白馬村北城2937

ラフォーレ倶楽部  ホテル白馬八方
2014年度料金
1泊朝食付 会員 6,210円～（一般 7,060円～）
1泊2食付 会員 10,960円～（一般 11,810円～）

ホテルより鬼押ハイウェー料金所まで車で約30分

軽井沢のシンボル 浅間山。その麓を走る鬼押ハイウェ
ーでは、雄大な景観の中で爽快なドライブが楽しめます。

ホテルよりゴンドラ乗り場まで車で約10分

澄んだ水面に北アルプスの峰 を々映す八方池。その圧倒
的なスケールと絶景に、登山客の疲れも一気に吹き飛びます。

ジャム作り体験付プラン～夏の思い出を瓶につめて～

旬の国産果実で作るジャムが人気の「沢屋」でジャム作り体験。オリジナル
ラベルの瓶につめて、お土産としてお持ち帰りいただけます。

※前日までの事前予約制となります。 ※会場は「沢屋」ジャムファクトリー（日曜定休）となります。 
※ジャム作り体験は10：00～または14：00～となります。

7/1～8/31泊期 間

レストラン／温泉施設概要

0267-44-4489
長野県北佐久郡軽井沢町長倉4339

ラフォーレ倶楽部  ホテル中軽井沢
2014年度料金
1泊朝食付（ホテル棟） 会員 7,130円～（一般 11,840円～）
1泊2食付（ホテル棟） 会員 14,260円～（一般 18,970円～）

別荘棟 レストラン「ラ・ブリーズ」

軽井沢でHAPPY RIDING！乗馬体験付プラン

イメージ

7/1～9/30泊期 間

※1週間前までの事前予約制となります。 ※会場は軽井沢乗馬倶楽部（火曜定休）となります。 
ゆっくりチェックアウト12：00特 典

緑豊かな浅間山を背景に乗馬を楽しんでみません
か。馬の背から眺める景色は格別。インストラクタ
ーと一緒なので初めての方でも安心です。

17,600～22,400円大 人

12,700～15,100円お子様

1泊2食＋乗馬体験（初心者コース／約15分）付／
ホテル棟スタンダードルーム泊

料 金

1泊2食＋ジャム作り体験付／
ホテル棟 スタンダードルーム泊

料 金

16,900～21,700円大 人

12,000～14,400円お子様

湖上のホタル観賞ツアー付プラン～ファンタジーナイトクルーズ～

7/12～8/17泊期 間

夜の静寂に包まれた青木湖でボートに乗ってホタル観賞。夜空にきらめく
満天の星と優雅に舞うホタルの幻想的な世界をお楽しみください。

※お子様は小学生以上の方が対象で、中学生以下は保護者同伴となります。 ※移動時間を含め
約2時間の行程となります。

13,550～20,700円大 人

10,150～12,500円お子様

1泊2食＋ホタル観賞ツアー付／
スタンダードルーム泊

料 金

白馬をEnjoy！爽快山登りプラン～八方尾根コース～

7/1～9/21泊期 間

ゴンドラとリフトを乗り継ぎ、高山植物を観察しな
がら八方池へ。澄んだ空気の中、登山の達成感を
感じながらいただくお弁当は最高の美味しさです。

★白馬五竜コース・栂池コースのプランもございます。 ※チェックアウト後も大浴場を無料でご利用
いただけます。（タオルは有料）

16,400～18,800円大 人

9,700～12,100円お子様

1泊2食＋八方アルペンライン往復乗車券＆
竹籠弁当付／スタンダードルーム泊

料 金

夏のおすすめプラン＆アクティビティラフォーレ
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

「医師協CARD」のご案内!!

医師協CARD（提携先：三井住友ＶＩＳＡカード）は、組合員（ご家族）の皆様が約400
のホテル、デパート、飲食店などで【割引、特典】が受けられる【医師協加盟店】の
他、三井住友ＶＩＳＡカードの全国約350万の店舗でもご利用出来ます。
【医師協加盟店】は、各医師協同組合と全国医師協同組合連
合会のホームページにある【医師協ＣＡＲＤなび】で検索可能
です。是非、一度ご覧下さい。

下記の1医師協が医師協CARDの取り組みを開始します。医師協CARDの資料、申込書等を
送付させて頂きますので、対象の医師協に所属されている先生は、お問い合せ下さい。

西東京医師協同組合（TEL　042-524-6411）

「医師協CARD」
全国展開プラン進展中！

お問い合せ・お申込み先
大阪府医師協（TEL　06-6768-2053）・岡山医師協（TEL　086-273-9525）・沖縄県医師協（TEL　098-889-0081）・
岐阜県医師協（TEL　058-274-1116）・京都府保事協（TEL　075-212-4193）・神戸医師協（TEL　078-241-8819）・
滋賀県医師協（TEL　077-516-8660）・静岡県医師協（TEL　054-246-0001）・徳島医師協（TEL　088-624-6411）・
奈良県医師協（TEL　0742-34-7991）・広島県医師協（TEL　082-294-1800）・福井県医師協（TEL　0776-24-0367）・
福岡医師協（TEL　092-852-1540）・宮城県医師協（TEL　022-722-8241）・和歌山県医師協（TEL　073-422-2678）
に所属される先生で、まだ医師協CARDをお持ちでない場合、対象の医師協にお問い合せの上で、お申込
みをお願いします。

全国医師協同組合連合会では、会員組合
（以下、参照下さい）が取り組まれている
本カード事業に取組んでいます。 
今後は、様々な割引・特典が受けられる
ホテル・デパート・飲食店などが
全国に拡大される予定です。
どうぞご期待ください！

速 報速 報
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「医師協CARD」新規加盟店のご案内!!

歴代の総理大臣も通う
創業40年を越える中国飯店の系列店。
中国より招いた一級料理人が作り上げる
最先端の中華料理をご賞味ください。

［医師協CARD特典］
※ご予約、ご来店の際は、必ず医師協CARDご利用の旨を
　お伝え下さい。
スペシャルディナーコースの20％引き又は飲食代金の５％引き。
但し、他の割引との併用、税込サービスランチの利用は不可。

中国飯店 潮夢来は、銀座に至近の汐留にあり、周
辺には電通四季劇場[海]、旧新橋停車場などのお勧
めスポットも多数点在しています。

また、全国ネットの某テレビ番組でも紹介されま
した。
皆様のご来店をお待ちしています。

平日ランチ11：00～15：00ラストオーダー（15：30閉店）
ディナー（月～金）17：00～22：00ラストオーダー（23：00閉店）
土・日・祝11：00～21：00ラストオーダー（22：00閉店）
休業日：不定休

TEL 03-5568-1818
住所：東京都港区東新橋1-6-1 日本テレビタワー1階

【美味しい料理で皆様をお迎えします。是非、ご賞味下さい！】

【中国飯店 潮夢来（東京汐留）】

新感覚！創作上海料理をご堪能下さい。
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「医師協CARD」新規加盟店のご案内!!
【南国の開放的な雰囲気をお愉しみ下さい。】

【リーガロイヤルグラン沖縄】

【期間限定の特典】
■宿泊プラン　7/1〜9月末（7/18〜7/20、8/8〜8/16、9/12〜9/17を除く）
1泊夕食付　2名様利用　お一人様　20,000円（税金・サービス料込、朝食付）
1泊夕食付　3名様利用　お一人様　18,000円（税金・サービス料込、朝食付）
＊ご夕食はフレンチコース料理をご用意
・連泊を希望される際はホテルへお問い合せください
7/18〜7/20、8/8〜8/16、9/12〜9/17
1泊夕食付　2名様利用　お一人様　25,000円（税金・サービス料込、朝食付）
1泊夕食付　3名様利用　お一人様　23,000円（税金・サービス料込、朝食付）
＊ご夕食はフレンチコース料理をご用意
・連泊を希望される際はホテルへお問い合せください
■レストラン利用10％割引（7/1〜9/末）
レストラン＆バー「エージェ」利用の料理・ドリンクすべてを対象

【通常の特典】
■レストラン利用3％割引
レストラン＆バー「エージェ」利用の料理・ドリンクすべて
を対象

TEL   098-867-3331
（必ずご予約・ご利用の際に「医師協CARD使用」の旨をお伝え下さい）

住所 : 沖縄県那覇市旭町1-9
アクセス    那覇空港からモノレールで約10分。 

（旭橋駅直結）

Lasting Impression〜記憶に残る感動を〜

「一例」9-10階森フロアビューバスルーム コース料理イメージ

ロビーフロア

ラウンジ

ダイニング&バーエージュ

全景
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「医師協CARD」加盟店のご案内!!
【優雅なひととき、安らぎの空間をお楽しみ下さい。】

大阪市北区大深町3-6（グランフロント大阪 北館）　
TEL06-6374-5700　icosaka.com

※対象外のメニューにつきましては、
　各レストランにお問い合せください。

宿泊の予約時、レストランの利用時、必ず「医師
協CARD使用」の旨をお伝え下さい。

※テイクアウト商品含む 

飲食ご利用代金より

10％ＯＦＦ

※ホテルへ直接ご予約いただいた方に限ります。
※ご予約時に医師協CARDご使用の旨、お伝えください。　
※ご優待の対象は「ベストフレキシブルレート」となります。

10％ＯＦＦ
ご宿泊ベストフレキシブルレートより

対象施設
■ラウンジ「3-60（スリーシクスティ）」　
■コンテンポラリーフレンチ「Pierre（ピエール）」　
■ＮＯＫＡ（ノカ）　　■バー「ａｄｅｅ（アディ）」
■パティスリー「STRESSED（ストレス）」

ご　予　約
お問い合せ

グランフロント大阪・北館に位置し、長期滞在も可能な、
キッチンを備える57室のサービスレジデンスを含む計
272の客室、5つのレストラン＆バー、宴会場、会議室、
ウェディング施設など、充実した設備を備えています。

【インターコンチネンタルホテル大阪】

6月5日に開業1周年を迎えたラグジュアリーホテル



医協のおすすめ品
沖縄県医師協同組合

◆ご注文・お問合せ先

アップルマンゴー

〒900-0016 沖縄県那覇市前島2-1-9 潮渡ビル2-B
TEL098-861-2323 FAX098-951-1078
E-mail:isc-23@extra.ocn.ne.jp

………………………………………………………………

………………………………………………………………

………………………………………………………………
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書籍紹介

　

帯
に「
心
が
疲
れ
た
・
・
・
・
・
・
、
そ
ん
な
と
き
に
効
く
あ
の
人
の
あ
の
名
言
。

森　

鴎
外
、
黒
澤　

明
、
美
智
子
皇
后
・
・
・
・
・
・
、
人
生
の
達
人
が
残
し
た

56
の
言
葉
た
ち
！
」「
歴
史
に
名
を
残
し
た
人
の
処
世
術
、
家
族
や
母
の
愛
、
教

訓
な
ど
、
愛
と
智
慧
に
あ
ふ
れ
た
言
葉
の
数
々
」と
あ
る
。

　

直
木
賞
作
家
で
あ
り
、
古
書
店
を
経
営
し
て
い
た
著
者
は
本
の
楽
し
み
方
と

し
て「
本
を
読
ん
だ
時
、
自
分
が
感
動
し
た
言
葉
を
書
き
写
す
こ
と
を
勧
め
て

い
る
。
自
分
で
書
い
た
も
の
は
後
々
必
ず
読
み
直
す
も
の
。
本
を
読
ん
で
楽
し

み
、
書
き
写
し
て
2
度
楽
し
み
、
後
で
読
み
返
す
と
3
度
楽
し
め
る
。
自
分
の

精
神
を
培
っ
た
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
財
産
と
な
る
」と
教
え
た

と
い
う
。
本
書「
名
言
が
い
っ
ぱ
い
」に
は
こ
の「
感
動
す
る
言
葉
」が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
る
。

　

目
次
に
は「
あ
な
た
を
元
気
に
す
る
56
の
言
葉
」が
一
見
平
凡
な
文
言
で
並
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
本
文
を
読
ん
で
い
く
と「
名
言
」の「
名
言
」た
る
所
以
が
わ

か
っ
て
く
る
。

　

著
者
は「
あ
と
が
き
」で
、「
名
言
と
い
う
の
は
、
そ
の
言
葉
を
発
し
た
人
に
よ

っ
て
決
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
非
凡
な
人
が
当
た
り
前
の
言
葉
を
語
っ
た
と
し
て

も
、
聞
く
者
に
は
非
凡
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
名
言
の
背
景
が
わ
か
ら
な
け

れ
ば
、
名
言
の
あ
り
が
た
み
も
感
動
も
な
い
。
発
し
た
者
が
ど
う
い
う
経
歴
の

か
た
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
通
り
い
っ
ぺ
ん
の
言
葉
と
聞
き
流
し
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
そ
の
人
が
体
験
か
ら
得
た
言
葉
は
、尊
い
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
聞
く
こ
と
で
、

元
気
を
も
ら
う
。
著
名
人
の
肉
声
を
聞
く
機
会
は
無
い
。
し
か
し
、
本
で
知
る

こ
と
は
で
き
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　
「
私
は
こ
の
物
語
に
随
分
悩
ま
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」（
美
智
子
皇
后
）、

「
自
分
た
ち
の
生
き
て
き
た
道
を
子
ど
も
に
正
直
に
み
せ
て
や
る
こ
と
」（
手
塚

治
虫
）、「
名
は
親
か
ら
も
ら
う
が
、
顔
は
も
ら
っ
た
ま
ま
で
は
い
け
ぬ
」（
森　

鴎
外
）、「
字
を
書
く
こ
と
は
大
嫌
い
」（
朝
永
振
一
郎
）、「
牛
に
な
る
事
は
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
」（
夏
目
漱
石
）な
ど「
名
言
」が
56
、
中
身
を
覗
け
ば
先
人
が

発
し
た
言
葉
の
背
景
が
良
く
わ
か
る
。�

（
広
報
部
部
会
員　

逢
坂
宇
一
）
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昨
年
の
第
12
回「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
」大
賞
受
賞
作
品
で
あ
る
。

今
回
、
大
賞
受
賞
作
品
は
2
作
で
、
賞
金
は
1
2
0
0
万
円
。
6
0
0
万
円
ず
つ

だ
。
こ
の
小
説
の
原
題
は「
ボ
ク
が
9
歳
で
革
命
家
に
な
っ
た
理
由
」で
あ
る
。

な
ぜ
こ
ん
な
原
題
で
あ
っ
た
の
か
読
む
前
は
全
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

　

物
語
は
、
9
歳
の
子
供
の
誘
拐
事
件
が
発
生
す
る
。
身
代
金
は
1
0
8
5
兆

円
だ
。
子
供
は
政
界
の
黒
幕
で
あ
る
元
副
総
理
の
孫
で
あ
る
。
ま
た
父
親
は
大

学
病
院
の
外
科
医
で
教
授
に
な
る
の
も
間
近
と
い
う
エ
リ
ー
ト
医
師
と
い
う
設

定
だ
。

　

日
本
政
府
の
抱
え
る
債
務
残
高
が
身
代
金
の
額
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
社
会

と
な
り
、
年
金
や
医
療
費
、
ま
た
2
0
0
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
に
よ

る
給
付
費
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
持
続
で
き
る
わ
け
が
な
い
破
綻
状
態
の
社

会
保
障
制
度
の
為
に
毎
月
、不
当
な
支
払
い
を
し
て
い
る
と
、若
者
は
思
う
だ
ろ
う
。

　

数
十
年
に
亘
る
過
剰
な
公
共
投
資
が
今
後
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る

人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
1
6
0
0
兆
円
あ
る
個
人
金
融
資
産
の
6
割
を
高
齢

者
が
所
有
す
る
現
実
、
若
者
は
高
齢
者
と
の
世
代
間
格
差
に
不
満
を
抱
き
、
日

本
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
で
は
な
く
社
会
派
小

説
で
あ
る
。

　

1
章
が
一
人
、
例
え
ば
刑
事
、
革
命
家
N
，
遊
軍
記
者
等
の
視
点
が
描
か
れ

て
章
立
て
さ
れ
50
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
、
セ
ク
シ
ョ
ン
あ
た
り
10
頁
程
度
で
、

読
み
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
か
ら
警
察
に
気
付
か
れ
、

解
決
し
に
く
い
犯
罪
が
意
外
と
単
純
な
ス
ト
ー
リ
ー
、
9
歳
の
子
供
の
事
件
へ

の
関
わ
り
な
ど
、
も
う
ひ
と
捻
り
欲
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
作
者
は
30
代

半
ば
の
新
進
気
鋭
の
作
家
で
今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。（
広
報
部
部
会
員　

河
辺
忠
郎
）
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務
局
か
ら
調
査
企
画

部
の
設
立
か
ら
現
在

ま
で
の
変
遷
に
つ
き

説
明
が
あ
り
、
名
称

並
び
に
役
割
り
変
更

に
つ
い
て
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
審
議

の
結
果
、
全
員
一
致

で
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
18
号
議

案「
職
員
採
用
に
つ

い
て
」で
す
が
、
1

月
入
社
1
名
、
2
月

入
社
1
名
の
新
入
職

員
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
そ
の
採
用
経
緯

と
担
当
部
署
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
質
問
が
あ
り
、

職
員
採
用
に
つ
い
て

は
す
べ
て
が
事
後
承

諾
で
は
な
く
何
ら
か

の
事
前
連
絡
が
あ
っ

ま
だ
肌
寒
さ
の
残
る
東
京
を
離
れ
て
、
暖
か

な
沖
縄
に
場
所
を
移
し
て
の
移
動
理
事
会
が
４

月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
飛
行

機
を
乗
り
継
い
で
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
中
に
は
東
京
に
前
泊
さ
れ
て
か
ら
移
動
さ

れ
た
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

小
林
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
今
回
も
、
協

議
事
項
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
、
第
16
号
議
案

「
定
款
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」の
審
議

に
入
り
ま
し
た
。
私
か
ら
、
現
在
の
定
款
と
役

員
選
任
規
定
に
役
員
資
格
を
明
文
化
し
た
条
文

が
な
く
顧
問
弁
護
士
か
ら
変
更
の
必
要
が
あ
る

と
の
指
摘
を
受
け
た
た
め
、
定
款
全
般
に
わ
た

る
検
討
を
す
る
委
員
会
の
設
置
を
会
長
諮
問
と

い
う
形
で
行
い
た
い
と
の
説
明
を
い
た
し
ま
し

た
。
審
議
の
結
果
、
定
款
検
討
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
、
早
速
会

長
か
ら
委
員
が
委
嘱
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
に
は
、
鮄
川
副
会
長
・
岩
田
専
務
理
事
・

安
元
常
務
理
事
・
小
林
常
務
理
事
・
榮
田
常
務

理
事
・
遠
山
常
務
理
事
の
6
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、
第
17
号
議
案「
調
査
企
画
部
の
名

称
・
役
割
変
更
に
つ
い
て
」の
審
議
に
入
り
、
事

専
務
理
事　

岩い
わ

田た 

章あ
き

男お

理
事
会
だ
よ
り
第
二
十
四
回

理事会風景
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と
が
確
認
さ
れ
、
鮄
川
副
会
長
か
ら
理
事
会
終

了
の
挨
拶
が
あ
り
、
奥
様
同
伴
の
懇
親
会
の
場

へ
と
会
場
を
移
し
ま
し
た
。

私
は
、
女
房
と
一
緒
に
皆
さ
ん
よ
り
は
少
々

先
に
沖
縄
入
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
寒

か
っ
た
東
京
を
出
た
時
に
来
て
い
た
セ
ー
タ
ー

と
上
着
を
沖
縄
空
港
に
つ
い
て
タ
ラ
ッ
プ
を
降

り
た
途
端
に
、
余
り
の
暑
さ
に
す
ぐ
脱
ぎ
捨
て

半
袖
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
一
枚
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
日
差
し
の
強
さ
の
た
め
す
ぐ
に
麦
わ
ら

帽
子
を
購
入
し
、
日
焼
け
止
め
を
塗
り
た
く
っ

て
の
沖
縄
観
光
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
天

気
は
最
高
で
雨
一
滴
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
暑
く

楽
し
い
沖
縄
の
3
泊
4
日
を
堪
能
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
回
の
移
動
理
事
会
は
、
沖
縄
県
医
師
協
同

組
合
の
真
栄
田
専
務
理
事
と
小
澤
事
務
長
を
は

じ
め
と
す
る
事
務
職
員
の
方
た
ち
の
全
面
的
で

多
大
な
ご
配
慮
と
絶
大
な
る
歓
迎
を
受
け
、
ご

参
加
の
み
な
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
沖
縄
を
満
喫

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
真
栄
田
先
生
、
小

澤
事
務
長
、
金
城
さ
ん
、
山
田
さ
ん
、
上
地
さ

ん
ほ
ん
と
に
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

個
人
的
な
希
望
で
す
が
、
今
後
将
来
的
に
毎

年
沖
縄
で
移
動
理
事
会
を
開
催
で
き
る
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
で
し

た
。
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
十
分
に

配
慮
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
了
承
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
報
告
事
項
の
説
明
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
務
部
遠
山
常
務
よ
り
第
3
回
理
事

会
以
降
の
行
事
に
つ
き
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
財
務
部
榮
田
常
務
よ
り
2
月
末
累
計

の
財
務
状
況
に
つ
き
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
広
報

部
有
海
常
務
よ
り
J
M
C
ニ
ュ
ー
ス
1
3
2
号

春
潮
号
に
つ
い
て
の
説
明
と
広
報
部
会
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
企
画
部
副
部
会
長
の
大

本
理
事
よ
り
調
査
企
画
部
調
査
研
究
会
の
報
告

が
あ
り
、
名
称
変
更
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
購
買
部
安
元
常
務
よ
り
購
買
部

会
の
報
告
が
あ
り
、
現
在
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
部
清
水
常
務

よ
り
福
祉
部
会
の
報
告
が
あ
り
、
現
在
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後

に
事
務
局
よ
り
、
共
済
事
業
の
今
後
の
業
務
運

営
体
制
、
認
可
特
定
保
険
業
説
明
会
報
告
、
日

本
医
師
会
と
全
医
協
連
連
絡
会
報
告
、
関
東
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
へ
の
出
席
依
頼
、
神
戸

で
開
催
予
定
の
第
42
回
通
常
総
会
等
に
つ
い
て

の
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
協
議
事
項
と
報
告
事
項
が
な
い
こ

海
を
臨
む
ホ
テ
ル
の
テ
ラ
ス
に
て
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理事会・部会だより理事会・部会だより

理事会報告理事会報告

第4回：�平成26年4月12日（土）�
ホテル日航アリビラ�21名

第16号議案：定款検討委員会の設置について
第17号議案：調査企画部の名称・役割変更について
第18号議案：職員採用について

広報部会報告広報部会報告

第3回：平成26年4月6日（日）�全医協連会館�17名
1．春潮号（132号）の反省について
・特集（平成26年度税制改正解説）は難しいが
勉強になった。
・世界遺産（法隆寺）は文章が重厚で中身が濃く
興味深い内容であったが、分量が多く、2回に
分けて掲載した方がよかった。
・世界遺産は写真の肖像権、所有権の問題で
写真掲載が難しく、これからの掲載については
検討が必要である。
・JMC厚生会はこれからも継続的にポイントをし
ぼって掲載、PRしていく。

2．蒼翠号の発刊計画について
3．次回部会開催日時の件

購買部会報告購買部会報告

第3回：�平成26年6月8日（日）�
東京コンベンションホール�16名

1．平成26年　福祉、購買職員合同研修会について
2．平成25年度事業報告（案）＆平成26年度事業
計画（案）

3．平成26年度予算（案）
4．不動産情報提供事業の取組について
5．商品の検討について
6．次回会議の日程について

福祉部会報告福祉部会報告

第3回：�平成26年6月8日（日）�
東京コンベンションホール�16名

1．平成25年度事業報告並びに平成26年度事業
計画（案）検討の件

2．平成25年度収支報告並びに平成26年度収支
計画（案）検討の件

3．平成26年度表彰組合選定基準の件
4．次回福祉部会日程の件

総合企画部調査研究会報告総合企画部調査研究会報告

第3回：平成26年5月24日（土）�全医協連会館�12名
1．ＩＴ関連推進について
2．ゴルフダイジェスト提携企画（意見交換）
3．平成26年事務局代表者研修会について
4．次回日程（部会、調査研究会）について
5．その他

全医協連活動状況全医協連活動状況

◆平成26年
4 月 5日（土）� �常務会、中間監査、第3回福祉部調査

研究会
4月 6日（日）� 第3回広報部会
4月10日（木）� �神戸医協前理事長　故�小柴孝夫先生

を偲ぶ会に小林会長、喜多原事務局
長参列（平安祭典神戸会館）

4月12日（土）・13日（日）
� �第4回理事会
� （移動理事会・ホテル日航アリビラ）
4月16日（水）� 第1回定款検討委員会
4月19日（土）� 第3回購買部調査研究会
5月10日（土）� �医師協四国ブロック協議会に小林会長、

岩田専務理事、喜多原事務局長、塚
越課長、保坂主任、北島職員出席

� （JRホテルクレメント高松）
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5 月21日（水）� 常務会、第2回定款検討委員会
5月24日（土）� 第3回総合企画部調査研究会
5月31日（土）� �都医協連第46回通常総会懇親会に小

林会長、喜多原事務局長出席
� （ロイヤルパークホテル）
6月 7日（土）・8日（日）
� �福祉、購買担当職員合同研修会
� （東京コンベンションホール）
6月 8日（日）� �第3回福祉部会、第3回購買部会
� （東京コンベンションホール）
6月14日（土）・15日（日）
� �近医協連第48回通常総会に小林会長、

喜多原事務局長出席
� （大津プリンスホテル）
6月28日（土）� 常務会
6月29日（日）� 第4回広報部会

今後の予定今後の予定

◆平成26年
7 月16日（水）� 常務会
8月 3日（日）� 第5回理事会
9月17日（水）� 常務会
10月 4日（土）� 常務会、期末監査
10月 5日（日）� 第1回理事会、第1回広報部会
10月15日（水）� 常務会
11月 1日（土）� �第42回通常総会・懇親会
� （ホテルオークラ神戸）
11月19日（水）� 常務会
12月 6日（土）・7日（日）
� 事務局代表者会議



西村  篤乃
（宮崎市）

新緑を求めて、宮崎市より2
時間、熊本県よりの山中にて
撮影。花は、宮崎青島の植物
園で撮影。
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こ
の
全
医
協
連
ニ
ュ
ー
ス
蒼
翠
号
の
表
紙
を
見
た
と
き
、
色
使
い

の
素
敵
な
版
画
と
思
っ
た
。
写
真
で
あ
る
と
聞
い
て
、
驚
い
て
し
ま
っ

た
。
絵
画
を
写
真
と
思
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
が
、
写
真
を
版
画
と
見

間
違
う
こ
と
は
め
っ
た
と
な
い
。
ど
う
し
た
ら
、
こ
ん
な
写
真
が
と
れ

る
の
か
と
、
何
度
も
見
直
し
た
が
、
何
度
見
直
し
て
も
、
版
画
に
し
か

見
え
な
い
。
事
務
局
に
確
認
し
た
の
に
、
ま
だ
、
信
じ
ら
れ
な
い
。
雲

南
省
の
ハ
ニ
棚
田
に
行
っ
て
、
こ
の
瞬
間
の
景
色
を
み
た
く
な
っ
た
。

私
は
基
本
的
に
観
光
旅
行
を
好
き
で
な
い
。
ゴ
ル
フ
旅
行
、
エ
ス

テ
旅
行
な
ど
目
的
の
あ
る
旅
行
が
好
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の

世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ
、
今
回
の
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
を
始
め

と
し
て
、
今
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
で
、
観
光
旅
行
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
始
め
た
。
ま
た
、
泉
涌
寺
醫
聖
堂
も
然
り
。
い
ま
ま

で
興
味
の
な
か
っ
た
も
の
に
も
、
興
味
を
持
っ
て
し
ま
う
。

魅
力
的
な
文
章
と
き
れ
い
な
写
真（
最
高
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
に
違
い
な
い
が
）が
こ
ん
な
気
持
ち
に
変
化
さ
せ
た
と
す
る
と
、
そ

の
雑
誌
は
広
報
誌
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
。
ゲ
ラ

原
稿
を
読
み
、
見
な
が
ら
、
文
章
に
魅
せ
ら
れ
、
写
真
に
魅
せ
ら
れ
、

惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

観
光
旅
行
に
も
行
っ
て
み
た
い
!!　

ま
ず
は
、
神
戸
に
!!

�

（
広
報
部
部
会
員　

温
泉
川
梅
代
）

●
編
集
後
記

●
編
集
後
記

2014
06.02
初校

EK04-14-547 東京海上日動 マングローブ 120×150mm
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